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靜
的
人
口
過
剩
觀
の
不
可
能
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顿
的
人
ロ
過
刺
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3
其
非
規
货
的
觀
察
の
無
葸
咏 

—

<ロ
過
_剰
の
琪
货
の
可
能
.

:
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——

過
剩
人
ロ
論
の
不
可
能

,

靜
的
人
ロ
過
剩
觀
の
不
可
能

人
口
は
經
濟
學
に
於
け
る
硏
究
の
對
象V

J

し
て
極
々
に
取
，极
は
れ
て
居
る
が
、
過
剩
人
口
論
を
起
ら
し
め
る
取
扱 

ひ
方
は
そ
れ
を
欲
盟
の
主
體
ご
し
て
そ
のH3I

的
物
た
る
財
一
般
に
對
立
せ
し
め
る
に
'あ
る
。
人
ロ
は
總
欲
绍
構
哎
の 

因
數
：で
あ
り
、

從
つ
て
し
ば
ら
ぐ
他
の
構
成
要
素
，
即
ち
他
の
因
數
、

即
ち
生
活
程
度
の
變
動
に
ょ
つ
て
榄
f

れ 

な
い
限
办
、

人
口
の
增
減
は
總
欲
S

增

減

の

形

に

於

て

財一

般V
J

の
問
の
關
係
を
變
動
す
る
こ
ビ
に
ょ
つ
て
欲
望 

滿
足
の
程
度
に
影
響
を
與
へ
、

こ
の
關
係
に
於
^
は
じ
め
て
經
濟
學
に
於
け
る
硏
究
對
象
ビ
な
る
。
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で
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對
象
で
あ
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人
口
.
§
本

質
•

埘
«

そ
れ
自
#
は
社
龠
學
ノ ：

統
鼾
學
乃
至
，生
理
學
0

間
®

で
め
，つ
'
.て
.經

蒙

の

_問
題
ど
は 

!

な
ぃ
C

欲
肇
が
經
濟
學
に
於
け
る
硏
究
の一

題
目
で
あ
るQ

は
.そ
れ
が
.充
足
を
豫
定
せ
ら
れ
そ
の
充
足
め
材
料 

た
る
财
ビ
の
經
濟
的
_
:#
.に
於
て
考
へ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
4

。
人
P

も
亦
少
く
せ
もv

一：定
の
經
濟
條
.仲

(

一
S

 

法
產
分
配
の
技
術
：制
度)

;
に
よ
‘
つ
て
^

定
せ
ら
れ
る
一
.
.定
の
經
.濟
ヵ
i

の
經
濟
的
關
係
は
於
て
考
へ
ら
れ
る
時
か
ら 

以
後
で
な
く
て
は
經
濟
學
の
問
題
ビ
は
な
り
#
:な
い
。
雜
に
經
濟
學
に
於
て
は
人
ロ
の
火
小
そ
の
も
の
は
間
題
(:
な 

:

ら

す

？

大
小
如
何
に
か
、
ゎ
;£
>
す
人
ロ
の
扶
養
"

人
”ロ
の
貧
富
が
間
題
に
な
る
' 
經
濟
學
の
直
接
の
對
象
た
る
■

« 

生
活
は
欲
蕻
充
足
を
目
標
.

VJ.

す
る
，V

M
じ
意
味
：で
人
ロ
の
生
活
を
可
能
な
ら
し
め
る
こ
ビ
を
以
て
日
標
ど
す
る
。
问 

V

標
で
あ
る
が
故
に
、
從
つ
て
其
の
常
然
な
る
達
成
は
努
力
せ
ら
れ
"

非
當
な
る
不
達
成
は
處
れ
ら
れ
，
避
け
ら
れ
"

問
題
化
せ
ら
れ
VO
。
其
の
達
成
ビ
は
經
濟
力
が
人
口
に
よ
つ
て
構
成
せ
ら
れ
た
總
欲
親
に
充
分
で
あ
る
を
謂
ひ
、
不 

達
成v

は
そ
れ♦か

： .

不
充
分
で
あ
る
を
謂
ふ
。
目
標
の
不
成
達
は
員
祢
盟
が
過
大
で
あ
る
爲
だ
S
も
、
經
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力
が
過
少 
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あ
る
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も
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へ
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ど
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つ
て
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止
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が
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學
上
の
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題
は
起
ら
な
い
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經
濟
學
以
外
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:
間
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し
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ら
れ
な
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云
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で
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い
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然
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口
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激

し

い

こ

V
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そ
れ
.
1
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!
1身

だ

け

で

は

、
療
洲
に
人
ロ
が
稀
少
で
フ
ラ
ン 

ス

に

人

ロ

坪

如

が

偶

ぷ

し

或

は

俾

业

せ

ん

^
し
つ
 

> 

あ

る

こ
ビ
ビ
同
樣
>
 

過

剩
人
口
問
題
.
を
提
«

し

な

い

で

あ

ら

う

。

:

か
や
う
に
書
o

て
見
れ
ば
靡
^
^
人
口
統
計
數
字
で
過
剩
人
ロ
叫
題
を
考
へ
る
が
如
き
非
理
は
不
可
能
の
や
う
に
思 

:

は
ゎ
る
が
も
こ
の
多
分
あ
：シ
さ
う
に
思
は
れ
な
い
統
計
數
字
の
生
ん
だ
遊
離
槪
念
的
の
人
口
論
意
識
が
豫
期
よ
り
は 

一
層
屢
々
ft
力
れ
る
の
を
H
常
に
經
驗
す
る
の
を
反
省
じ
て
瞥
戒
す
こ
ぐ」

は
不
要
で
.は
，あ
る
ま
い
。
最
近
^
年
來 

我
國
に
於
て
人
口
間
題
が「

*

大
に
な
っ

た」

ど
考
へ
ら
れ
つ
、
あ
る
の
は
統
計
數
字
が
if
ら
し
た
緊
張
.で
あ
る
。
我 

國
现
'下
人
ロ
問
題
の
.取
啪
ひ
方
0
多
：ぐ
が
入
ロ
統
計
民
衆
化
の
き
>
す
ぎ
ど
.人
：ロ
論
：の
失
敗
を
示
唆
す
る
0
.そ
の
實 

.

.#*

.は
枚
擧
す
る
ま
で
も
な
か
ち
.う
。
.

上
の
如
き
# ;
瓶
槪
念
的
人
1
:
1論
の
危
險
は
ー
國
の
人
ロ
を
そ
の
ま
>

材

料

(:
す
る

場

合

よ
り
は
ー
史
に
そ
の
f

火 

を
材
料
に
す
る
.

場
合
の
方
が
■

い
や
う
で
は
S

が
、

依

然

て
去
ら
な
い

。
奮

を
S

す

る

除
數
I

る
土 

地
®

被
は
*

か
.
に
經
濟
力
を

他
定

す

る

要

伸

の|

つ
で
は
め
る

が
、
甚
’だ
消
極
的
な
一
つ
で
あ
る
に
過
.
ぎ
な
い
。
從 

つ
て
他
の
よ
り
遙
か
に
諸
耍
な
諸
要
仲
を
願
處
せ
ず
( :

た
ぐ
自
然
の
與
伸
の
幾
何
樂
的
槪
念
だ
け
を
取
つ
で
こ
れ
ミ 

人
口
ど
の

乩
牵
を
箅
出
し
た
^

こ
ろ
で
、

そ
れ
が
そ
の
！

、
で
は
人
ロ
論
的
に
は
何
の
意
味
を
も
持
た
な
い
こ
ビ
明 

,

が
.で
あ
.

る
。

で
あ
る
か
ら
我
國
0
W

密
な
.
人
口
、

觅
に
よ
り
_

密
な
四
歐
諸
國
の
人
ロ
_
も
>
 

人

n

稀
蒲
な
一
部
農
業 

_

求
阶
| 1

の
人
口
も
*

そ
れ
<

^

の
條
#

に
よ
つ
て
起
さ
れ
石
過
剩
の
可
熊
な
る
に
.
於
て
は
同
等
で
あ
る
。
密
度
の 

S +

鱒
を
如
何
に
改
め
て
も
そ
れ
に
よ
つ
て
膣
換
的
な
人
ロ
論
的
職
示
を
索
め
ん
ビ
す
厶
は
木
に
緣
つ
て
热
を
求
む
る 

:
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I

三
四
：

よ
h

も
*
敢
な
い
。

た
く
へ
ば
人
口
密
度
が
從
來
：の
や
ぅ
に
：各
國
0

土
地
.：の
總
面
職
に
»
す

：る

人

ロ

の

比

率

ビ

し

.て 

計
算
さ
れ
る
こV

を
不
可
ビ
し
、
領
土
面
積
に
よ
ら
ず
、

そ
の
國
：の
耕
地
而
精
の
癉
位
當
&
何

人

S
す
ベ
き
こ
ミ
が 

提
唱
さ
れ
て
居
る
が
、

そ

の

こ

合

理

的

な

る

に

も

'か
.
>わ

ら

す

、
：
こ

れ

も

亦

人

ロ

，密

度

の

數

字

.だ

け

で

人

ロ

過
 

剩
を
觀
察
す
る》

^
ビ
の
危
險
さ
.を
救
濟
し
な
い
。
從
來
の
計
算
に
よ
れ
ば
各
國
：の
，人
口
密
度
.は
.ぺ
ル
ギ
ー
を
^

一
ビ 

し
、

オ
ラ
ン
ダ
、
ィ
ギ
リ
ス
、
ィ
タ
リ
ア
、
ド
ィ
ッ
近
接
し
て
相
，次
ぎ
'

日
本
は
六
位
に
め
：つ
た
が
、

こ
の
計
算
によ

：. 

れ
ば
日
本
は
各
國
に
.隔
絕
し
て
第
十
位(

独O

で
あ
る
こ
：

VJ.

が
知
ら
れ
.て
'
.も
，

こ
の
順
位
だ
け
.を
見
て
人
口
過
剩
が
：
 

よ
り
多
く
べ
,
ギ
ー
、

オ
ラ
ン
ダ
に
あ
り
や
、

日
本
に
あ
り
や
を
決
定
じ
な
い
。
そ
れ
’は
人
ロ
過
剩
が
甚
し
ぐ
商
エ 

的

^
あ
る
人
ロ
ビ
耕
地
ど
の
比
率
で
あ
る
が
ゆ
え
に
當
然
に
高
ぐ
あ
る
密
度
の
場
合
に
於
て
必
す
し
も
發
生
し
、
甚 

.
し

く

農

牧

的

で

あ

る

人

，ロ

ど
»

地

5
の

比

率

で

あ

る

が

故
に
當
然
に
低
く
あ
る
密
度
の
場
合
に
於
て
必
ず
し
も
發 

生

せ

ざ

る

こ

を

決

定

し

な

.い
ミ
同
樣c

®
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密

度

常

に

：高

：き

都

：會

ど

密

度

常

に

.，低

き

農

村

ビ

の

何

れ

に

人

：ロ

過 

剩
あ
り
や
を
槪
括
し
得
な
い
？
間
榇
、
M

に
"

二
ゥ
ョ
ー
ク
が
其
第
十
區
が
世
界
第
一
の
.人

口

稠

密

.地

區

ど

し

て 

1

エ
丨
ヵ
I
に

六

ニ

七

人(
|

九
一
四
年
調)

の
居
住
者
を
»

し
_

こ
，れ
に
比
す
れ
ば
歐
_

に
.於
て
は
最
稠
密
地
區 

ビ
し
て
有
名
な
る
ブ
ラ
ーV

の
ョ
ゼ
フ
シ
タ
ッ
ト
に
四

'八
五
人
、

パ
リ
の
、ホ
.ン
ヌ
ヌ
ク
：、工\

に

四

三

四

人

、

ロ V

 

ド
ン
の
べ
ス
ナ
ル
グ
リ
ン
北
區
に
三
六
五
の
码
住
者
を
報
吿
す
る
の
故
を
以
て
、

II

ゥ
ョ
ー
ク
を
こ
.れ
ら
’の
歐
洲 

都
市
よ
り
も
人
口
過
剰
な
りVJ,

し
、
殊
に
米
國
を
歐
洲
各
國
よ
り
も
人
口
過
剩
な
り
；ヒ
斷
じ
能
は
な
い
ビ
同
樣
で
あ

C

拄
I

V

大
卍
十
.
ニ
年
調
査
、
各
固
の
'
土
地
植
面
稜
に
よ
石
人
口
密
度
3 

1

^ :.

か
里
常
す
.
-
<ロ
餃
次
の
如
じ
*

ペ

シ

ギ

I
 

三、九
〇
九

 

ド

.

イ

ク

：
 

二、〇
七
四
：

ナ

ラ

V

グ 

三
、
二
三
.九 

H
 

本
' 

1
、
七
五
一 

イ

ギ

リ

ス
 

1
1、

三

I

三 

ス

イ

ス
 

一
pi
.
s
iゾ 

イ

タ

V

I

:

二
、O

九0

 

フ

ヲ

ン

ス
 

一
0

九
/ \

し
か
る
1
!各
幽
の
耕
地
而
1-
ょ
つ
て
一
平
方
キG 
メ
ー
ト

;v
常
り
の
人
ロ
數
4»
算
出
し
れ
人
ロ
密
成11ょ
れ
ば
*
次
の
如
告
順
位
の
铤
動
が
起

日 

本

：

九
六
九 

K

;v
ギ

ー 

三
九
四 

ィ

タ

リ

ー

. 

三
〇
瓦 

ガ
.
ラ

シ

ダ

' 

_ 

ニ
七
三
：

ギ

リ

ス
 

ニ
ニ
六 

ィ

ク
 

1

八
五

ィ

ス
 

.

I:

ハ
八 

ヲ

ゾ

ス
 

1

0

八

..(「

ダ
ィ
ア
モV

卜」

、
大
正
十
五
平
二
月
ニ
十

I

日
發
行
ニ
 

一
 

淸
水
敎
授
镝
、

「

人
口
問
犀’

W

典
#
策
し
中
の
⑴
用
ょ
リ) 

S

5

淸
水
敎
授
は
•
例
へ
*は
，
か
V
3密
埤
の
故
^「

斯
様
灯
狀
態
だ
が
ら
我
國
の
人
口
ミ
職
業
の
ネ
調
利
は
益
々
茜
/:
し
>

胳
外
國
の
勞
働
墦
じ
比
較
し
て
*
餘
針
に
働
い
て
少
ド
得
る
ミ
い
ふ
結
粜
に
尨
る
の
で
ゎ
る(

同
上
-
=
0
0

すこ
ま

人

n
過
剩
ど
は
人
ロ
^
經
濟
カ
ご
の
相
對
的
關
係
に
於
て
、
人
ば
が
經
濟
カ
に
對
し
て
過
剩
で
t

，

即
ち
經
濟 

が
人
口
に
對
し
て
過
少
で
あ
つ
て
は
じ
め
て
云
は
れ
る
。
人
口
が
經
濟
力
に
‘對
し
て
過
剰
で
あ
る
S
は
何
を
意
味
す 

る
か
。
人
口
が
過
剩
で
あ
る
ミ
は
即
ち
其
人
ロ
が
生
存
し
つA

あ
る
爲
に
生
f

る
物
質
的
欲
望
の
總
量
が
過
剩
で
.あ 

る

こ

ミ

を

意

味

し

、

こ

れ

が

經

濟

カ

‘に

對

し

て

過

剩

で

あ

る

ミ

は

經

濟

カ

が

.」

れ
を
充
分
に
：滿
足
せ
し
め
る
だ
け
に
. 

有
力
で
な
い
こ
$
を
意
味
す
る
。
然

.ら
«
へ
人
ロ
過
剩
ヒ
は
欲
蕻
滿
足
不
充
分
の
狀
態
で
あ
る
こ
ど
に
な
る
。
し
か
し 

':
:

第
二
十1

卷

：
.

(

ー
五
六
五)

-
經

霞

：1
1於
け
る
過
剩
人
ロ
論
の
不
可
能

 

笫

十1

號

.
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第
二
十一

卷

(

一
五
$

0

經

蒙LT

於
f

過
_
人
ロ
論€>
不
可
能 

第
十t

虢 

一
H
ふ
、 

な
が
ら
欲
毅
滿
足
不
充
分
の
狀
態
は
'直
に
人
ロ
過
剩
を
意
味
す
る
か
。
>

貧
乏
S
菊
せ
ら
れ
る
生
活
篇
の
，狀
態
の
存
在
を
以
て
人
口
過
剩
0
表
示
な
ぅ
ビ
す
る

意
鬼
は
こ
の
質
間
に
肯
定 

を
以
て
答
へ
る
に

類
す
る
。
何
ヒ

な

れ

ば
生
活
困
麵
ヒ
は
セ

時
に
生
存
困
難
を
さ
へ
舍
め
セ
、
毁
す
る
に
欲

齒
滿
足 

不
充
分
た
か
ら
で
あ
る
:0
人
口
過
剩
の
表
示
^
し
て
、
单
に
.人
口
數
を
指
摘
す
る
程
灌
純
：で
な
ぐ
て
も
、
又
人
口
密 

.

.

.
■
指
示
す
る
程
淺
處
で
な
く
て
も
"

こ
の
生
活
®
難
.々
る
靈
を
擧
げ
る
位
の
輕
卒
は
勝
し
ぐ
見
出
さ
れ
る

歴
史 

的
に
著
名
の
：例
S
し
て
、
.
マ
ル
ザ
ス
說
信
泰
者
は
マ
?

ス
人
口
論
を
以
て
過
剰
人
口
論
な
りVJ

槪
念
化
し
、
こ
れ 

に
貧
乏
為
せ
ら
れ
る
生
活
羅
が
.歴
史
的
に
，常
在
の
_

現

象
な
る
の
觀
念
を
新
に
接
合
し
、
マ

ル
ナ
ス
の
人
口 

原
理
の
置
的
I

f

贫
i

歴
史
的
_

性
に
よ
.つ

マ

霞

せ

ん

？

t

こ
ろ
s

f

 

f

 
I

に
よ 

:
つ
て
生
活
®
爾
W
ち
欲
盟
祯
足
不
充
分
の
狀
態
が
直
に
人
口
過
：剩
を
意
味
す
る
の
斷
定
に
陷
る
,j

ビ
に
®

れ
て
來 

ナ

T
h
o
r
n
t
o
n

は
^
義
し
て「

人
口
過
乘
ビ
は
仕
民
の
幾
部
分
で
も
が
勞
働
の
能
力
ど
意
志
あ
る
に
も
か
、
わ
、b 

ず
生
活
必
需
品
を
充
分
に
獲
得
す
る
こ
I

續
的
に
能
は
な
い
あ
る
國
の
狀
態
を
云
ふ」

(
o
v
e
r
p
o
p
u
l
a
t
i
o
n 

a
n
d

 

ンIts: J
l
e
m
e
d
y
,

 

L
o
n
d
o
n

 

I

004
6
,
p
,

 

O

S
云
ひ
、
故
に
人
口
過
剩
の
徵
候
ど
し
て
英
國
勞
働
階
級
の
當
時
の
生
活
®
 

爾
の
评
货
を
^
摘
し
、
人
口
過
剩
の
事
實
の
硏
究
は
勞
銀
の
硏
梵
を
出
す
る
こ

?̂多
か
ら
ず
ビ

な

す

(

同
書

第

一

一

章

 

第
三
$

今n
z

英
國
の
新
マ
f

ス
主
義
者
が
其
合
政
策
た
る
姙
娠I

I

節
を
主
張
す
る
爲
に
人n

過
剩
の
常
在
を 

1S
明
す
る

に

售

つ

て

，

又
こ
の
商
流
た
る
こ

e
を
吿
白
す
る
。

米
國
に
於

て

は
多
數
の
勞
働
漭
が
良
永

用
の

向
動

It
'

 

で
丁
敁
に
姐
製
す
る
°

米
國
民
が
よ
り
贫
し
い
生
活
に
甘
ん
じ
つ
、

あ
る
あ
ら
ゆ
る
國
民
よ
り
勤
边
で
あ
る
か
。
列 

へ
は
か
の
勸
勉
.な
る
ベ
ル
、ギー

の
農
民
.に
ま
さ
づ

て
勤
勉
で
あ
る
か
o

全
ぐ
然
ら

ず
、
然

も

二

人

の

米

國

農

说

の

勞

S

收
8
U

:

五
ノ
の
へ
，

法

農
民
の
そ
れ
に
；等
し
い
':

0
唯

V

の
說
明
は
ベ
^

ギ
；

—
は
.土
地
狹
く
米
國
U

'

土
地
が
.廣
い 

こ
ど
に
.
.あ
.：る
。
人
口
が
よ
ト
稠
密
な
ら
ば
常
に
よ
り
貧
し
ぐ
あ
る
。
國
民
の
經
濟
的
，困
«

の
|-
)1
]題
«

主

ビ

し

て

ん

.:
1 

過
_

の
；間
题
で
あ
る

(

マ
^

サ
ス
»

會

機

關

紙

N
e

w

 

G
e
n
e
r
a
t
i
o
n
.

 

D
e

c
e

m
b

e
r

 

1
9
2
5

, 

P

T1
3
3

.4

tr
t

說

)

ど
。
千
九 

W

二

十

五

年

三

月
-:
ク 
|
ョ
：丨
ク
で
催
さ
れ
た
 

H
h

e

 

S
i

x

 

I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l

 

N
e

o
-

M
a

l
t

h
l

n

 

a
n
d
.

 
,
B
;
r
t
h

 

c
o
n
t
r
o
l

 

C
o

n
f

e
r

e
n

c
e

で

は

D
r
.

 

H
e

p
r

y

 

P
:

 

F
l

l
d

 

(

紐
育
大
學
社
#
學
敎
授
 >

 

は
A

ロ
過
剩
は
人
口
が
過
多
な
爲
現
實 

の
諸
條
利
の
下
で
は
最
高
可
能
な
生
活
程
度
を
實
現
す
る

こ
S

能
は
ざ
る
時
に
起
る
ど
定
義
し
た

(

H

デ

^

㈠

ロけ？ 

b
a

t
l

s
a

l

 

j
s
l
e
o
-
M
a
l
t
h
c
s
r
a
n

 

a
n

d

 

B
i

r
t

h
o

o
p

t
r

o
l

 

c
s

f
e

r
e

n
c

e
.

 

V
o

l
u

m
e

 

n
,
.

 

P
r

o
b

l
e

m
s

 

o
f

 

o
v
e
r
p
o
p
u
l
a
t
i
o
n
,

 

e
d
.

 
M

a
r

g
a

r
e

t

 

S
a

n
g

e
r

'
p

,

 

3
3
〕
.)

：

食
乏
ビ

稱

せ

ら

れ

る

生

活

困

雜

の

槪
念
が
も

し

も

そ

の
申
に
含
..ま

れ

て
め
る

生
存
®
難
な
る

生
理
學
的
^

»
の
み 

を
内
容V

i

す
る
な
ら
ば
；*
:
:貧
乏
は
人
口
過
剩
の
徵
候
で
あ
る
ヒ
.云
ふ
上
述
の
.立
言
は
■其
意
味
の
範
圍
を
狹
め
ら
れ
な 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

マ
ル
ナ
ス
も
耽
に
こ
れ
を
窮
極
的
過
剩
ど
呼
ん
で「

實
際
，の
饑
傭
ビ
い
ふ
場
合
を
涂
:;
ば
、
夬 

へ
し
て
直
接
に
人
ロ
に
影
響
|

も
の
で
は
な
い」

(

佐
久
間
氏
課
マ
ル
サ
ス
人
口
理
論
，「

一
二 
H

)

ど
し
て
論
外
：に
取 

扱
つ
•た
。
ラ
ク
ン
ト
リ
、(

ロ
ー
ン
ト：

リV

讀
む
は
誤
り
、
例
、
寶
川
豐
彥
氏
著
貧
民
心
.理
之
硏
究
十
ー
I

M)

ブ
ー
ス 

驾
丨
よ
つ
て
試
み
ら
れ
た
保
^.
の
目
的
を
織
に

達
す
る
こ
>、

」

の
出
來
る

生
活
を
標
準
^

し
て
Y」

の
以
下
に
あ
る
も 

-

の
を
以
て
贫
乏
ど
見
倣
す
こ
^

(
B
.

 

S
e
e
b
o
h
m

 

R
o
l
r
e
e

 : 

A

 

S
t
u
d
y

 

o
f

 

T
o
w
n

 

Life, 

L
o
n
d
o
n

 

I9
0

P

p
p
.

 

5
3

 

.
1

7

Cは
、
貧
乏
な
る
概
念
に
あ
る「

定
の
明
確
な
範
圍
を
設
け
た
點
に
於
て
は
記
憶
す
べ
き
貢
献
で
は
あ
つ
た
け 

れVJ.

も
。
こ
.れ
畢
竟
す
る
に
社
#

現
象
た
る
贫
乏
に
對
す
.る
.
一
の
自
然
科
學
的
舰
察
に
よ
る
任
意
の
便
宜
的
標
準
た 

:,
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綴
學
に
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論
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可
能
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第11

十1

卷

(

一
五
'六
八
0

經
濟
#'
じ
於
け
る
.過
剩
人
0:
論
0.
.不
.可
能
 

第
十I

號

一

三

八

る
ば
か
り
か
、
殊
に
こ
の
場
合
に
は
：何
等
の
助
け
ミ
な
ら
な
い
' 

C

S。.
何
故
な
ら
ば
/か
.、
る
意
味
に
於
は
る
貧
乏
は 

自
動
車
の
常
用
や
最
高
那
能
な
生
活
程
度
^
は
直
接
に
雜
係
し
な
い
か
ら
で
あ
る
ヮ
致
艺
の
終
局
^
生
理
的
事
實
で 

は
あ
る
が
最
も
通
常
に
は
心
理
的
事
實
で
あ
る
：。
人
は
餓
え
る
が
故
に
貧
乏
で
あ
，る
よ
レ
遙
に
通
常
に
欲
し
で
#

4
 

れ
ざ
る
が
爲
に
貧
乏
で
あ
る
。
よ
b

切
實
に
云
{
疼

あ
る
社
會
階
級
は
、
以
前VJ:

同
じ
く
或
は
以
前
か
ら
見
る
ビ 

よ
り
多
く
の
品
物
を
獲
得
す
る
.
2
 

る
や
う
に
な
つ
,̂
の
に
も
か
：
 

>
ゎ
&
す
、.
も
：し
も
新
た
な
財
が
欲
盟
ぜ 

ら
れ
し
か
も
獲
得
出
來
な
い
な
ら
ば
"
却
つ
て
よ
り
貧
乏
に
な
つ
作
？
考
へ
る
が
レ
知
れ
^

い
。
比
較
對
照
は
貧
乏 

の一

大
要
伸
で
あ
る
。
貧
乏
に
つ
い
.て
の
多
ぐ
の
.定
義
に
追
加
し
て 

> 
こ
の
®
史
的
定
.義
を
主
張
す
る
こ
ビ
が
出
來 

;

る——

.各
時
期
に
.お
い
て
欲

S

せ
ら
れ
て
居
る
新
た
な
財
の
享
樂
不

，能
、> > 
れ

(
M

l
a

e
G

r
e

g
o

r

 

E
v

o
l

u
t

i
o

n

 

o
f

 

I
n

d
-

 

l
&
r
y
,

 

L
o

n
d

o
n

,

 

p. 

1
3
-
4

)

。
貧
乏
ピ
は
即
ち
欲
留
滿
足
不
充
分
ヤ
.あ
る
。

(

註〕

我
國
で
1
腿
々
社
翁
統
計
资
料
作
製
1
1常
つ
て
こ
れ
ら
の
侦
究
的
標
準
が
考
案
さ
れ
て
來
?:
。
大
正
十
年
社
#
局
u
よ

つ

で

行

は

れ
/:
細 

民
4-
*
;針
調
货
1
1
1そ
れ
が
あ
る(

細
民
生
計
調
赍
、
大
正
十
五
年
#
刊
、一

瓦
>
o衆
京
市
社
會
局
が
大
Jl
l
:»
:
iL
年
六
月
1
-
1發
表
し
；：細
坟
_
準 

線
，及
池
細
民

線
！！

つ
い
て
は
記
憶
が
新
し
い
で
あ
ら
う
。

:

貧
乏
な
る
槪
念
の
內
容
は
實
際
は
相
對
的
で
あ
り
從
つ
.
て
漠
然
且
廣
汎
で
あ
る
。
入
口
過
剩
の
徴
候
ど
し
て
指
示 

さ
れ
な
が
ら
實
は
そ
れ
自
身
茫
漢
ミ
し
て
居
る
。
し
か
し
貧
乏
.，を
以
て
假
に
欲
^

S
足
不
充
八
力
な
う
ビ

解
®
す
る
ど 

し
て
、
欲
朝
；滿
足
不
充
分
を
以
て
必
然
的
に
人
口
過

剩

の

徴

候

な

す

る

.に
は
多
大
^
困
難
が
伴
ふ
。

人

口

過

剩

は

人

口

適

數

に

對

立

し

て

は

じ

め

て

考

へ

ら

れ

る

。
後

者

め

る

が

故

に

前

者

が

あ

う

、

し
か
も
前
者
は 

常

に

後

者

を

目

標

に

お
.
い
.

て，
r

れ

に

歸

ら

ん

ミ

す

る

。
前
者
の
解
決

の

方

向

は
.

後
: ^

に
：.ぁ
る

:0
人
■

ロ

適

數

な

：
名
$
實

は
人
ロ
過
剩
の
そ
れ
も
同
樣
理
論
上
だ
け
.で
：も
可
能
で
办
€

ベ
；ぎ
で
あ
：る
。
.し
：か
-し

も

し

が

欲

域

满

.

足
.： 

不
充
分
で
あ
る
な
ら
ば
そ
の
»
決
は
經
濟
學
の
以
外
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
.な
い
。
何
故
な
ら
ば
欲
^
の
巢
增
性
の 

示
す
や
乂
に
谷
人
の
.欲
製
の
總
和
殊
に
あ
る
人
ロ
の
即
ち
社
會
欲
輯
の
總
和
ば
：、
理
想
が
現
實
に
對
す
る
や
う
に
、 

絕
對
が
相
對
に
對
す
る
や
う
に
、
.
全
て
の
精
神
的
な
る
も
の
が
物
質
的
な
る
も
0

に
對
す
る
や
う
に
、

一
般
に
は
：ほ 

w

んW

常
に
、
-j

れ
に
滿
.足
：を
與
へ
る
經
濟
力
.に
對
し
て
勝
倒
的
過
剰
'に
あ
.る
か
ら
で
あ
る
。
經
驗
的
に
人
口
は
殆 

ん
ざ
常
に
も
の
欲
望
の
_

に
於
て
不
滿
の
狀
態
に
あ
办
？
_

を
得
て
復
/2

蜀
を
窜
み
つ
ゝ
あ
る
。
こ
れ
を
問
題
 ̂

べ
し
て
解
釋
す
る
くt

r

か
S

る
狀
態
を
永
續
的
に
除
去
す
る
.」 v

の
：可
能
，
即
ち
紫
增
し
て
や
ま
ざ
る
べ
き
欲
罾
の 

社
會
的
持
續
的
滿
足
の
普
遍
的
^

能
を
意
味
す
る
。
ゎ
れ
：̂

、
の
經
驗
及
學
問
的
認
：織
は
：.こ
の
可
能
に
深
い
疑
惑
を 

投
げ
る
。
そ
れ
ょ
り
も
さ

き

に
そ
れ
は
經
濟
學
の
認
識
外
に
屬
す
る
。
物
質
的
欲
望
滿
足
‘を
批
判
な
し
.に
肯
定
し
、

*
)

れ
を
絕
對
の
ァ
ゾ
リ
ォ
ブ

ビ

し
、

> 】

れ
i

り
出
發
し
そ
の
充
足
：を
目
標
ビ
す
.る
行
爲
計
畫
め
組
織
を
通
し
て
人
肋 

■の
生
活
を
考
察
す
る
經
濟
學
に
於
て
は
問
題
ビ
は
な
り
得
な
い
替
で
あ
る
。
；

か
く
の
如
く
人
口
過
剩
問
題
は
大
別
し
て
ニ
種
の
取
扱
ひ
方
の
下
に
不
適
當
に
考
へ
ら
れ
る
危
險
を
持
つ
て
來
た
。
 

第
一
は
、
其
の
.徵
候
を
人
ロ
數
或
は
密
度
な
る
純
然
た
：る
數
的
觀
：念
に
求
め
、
或
は
こ
れ
&
'人
ロ
の
總
慾
3
|の
量
ミ
經 

濟
カ
ヒ
の
|1
係
に
求
め
な
が
.ら
.も
そ
3
愁
盟
量
を
生
.理
：的
規
準
に
：ょ
，つ
て
決
定
し
、
何
れ
0
場
合
に
も
、
か
、
る
社
會 

現

象

に

，お
け
ー
る
.問
題
の
.經
濟
學
的
認
識
0
爲
に
_

然
科
學
的
方
法
を
基
本
さ
し
た
方
法
上
の
不
適
當
で
あ
る
。
第
二 

は
、
そ
の
徵
候
を
人
口
の
總
愁5

|

ビ
經
濟
カ
ぜ
の
關
係
に
求
，め
，
且
つ
前
者
'を
決
«
す
4

|;
當
つ
'て
何
等
自
然
科
學 

的
方
法
：を
用
び
な
か
つ
た
が
、
却
つ
そ
總
_
蕻
な
る
槪
念
の
經
濟
學
的
意
_
ゼ

喪

失

」

し

、
：
ご
：
：れ
：
を

特

^

^
す
6
.
2
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c
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五

六

を
.
經
濟
學
U
於
け
る
過
剩
入p.
論
.の
不
可
能
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第
二
十一

翁

(
一

五
、七

〇

〕

經

濟

學U
於

け

る

過

剩
.
人
d

論

の

不

可

能

 

第

十

！
號

s

o

 

を

も

怠

；
つ
；
た

爲

、

兩

赉

の

關

係
：：

が

經

濟

學

的

に

無

意

咏

ビ

な

土

：、

從

つ

て

間

題

解

決

0

自

標
.を

し

'
て

木

可

能

な

ら

し
 

'め
た
、.
準
備
槪
念
の
不
適
#
で

あ
る
。
正

し

い

人

ロ

過

_

の

«
念
，を
把
握
す
る
*

に「
；

れ
ら
の
屢
-
種
々

な

，
假

面

.
の 

下
に
行
«

れ

る

謬

說

：の

.
性
質
を
よ
<

理
解
し
て
お
ぐ
必
要
が
あ
る
。

動
的
人
ロ
過
剩
觀
士
其
非
現
寶
的
觀
_

の
無
蕭
味 

:

.
人
ロ
が
過
刺
で
あ
る
ど
.

5
の「

は
，
あ
る
人
口
.が
存
靖

し
つ
、
あ
る
爲
に
：生
ず
る
物
質
的
欲

■
が
こ
れ
を
滿
足
せ 

し
む
る
立
4

に
あ
る
&

»
カ
|:
對
し
て
過
大
で
あ
る
ビ
表
ふ
が
如
き
靜
的
な
絕
對
的
な
關
系
に
つ
い
て
で
は

な

い

。 

そ
れ
は
、
あ
る
人
口
の
增

加

が

、
そ
の
存
緻
を
可
能
な
ら
し
め
.る
爲
に
從
.來
か

ら

あ
つ
た
或

は

そ

れ

以

上

の

物
質
®
 

欲

盟

の

總

粗

の

增

加

が

從

來

の

程

度

或

は

そ

れ

以

上

に

滿

足

を

得

る

こ

ど

が

出

來

る

程

充

分

に

、

經
濟
力
の
增
進
を 

も
ゃ
は
.

な
I

f t
'

A

t

の

如
き

10
/

的
な
相
對
的
な
關
係
に
つ
い
て
で
あ

る

。
換

言

す

れ
ば
人
ロ
僧
加
が
そ
の
嘴
0

V

 

w

l i 

，す
る
經
濟
カ
の
增
進
以
外
に
速
か
で
あ
る
，y
募

あ
る
o
又
そ
れ
は
增
加
し
た
人
口
：の
側
か
：ら
相
對
的
に
魄
瘵
す
1 

:ば
經
濟
ヵ
の
不
足
*
.從
つ
て
そ
れ
に
結
果
す
る
欲
：議
足
不
充
分
烕
即
ち
缺
芝
感
0
墙
大
、
生
活
.程
度
の
低
下
I

 

”
 
,

o €
-
の
舰
察
は
同
一
の
人
ロ
に
つ
い
で
、
臀
熟
の
生
活
程
度
^

るj

定
の
總
愁
璧
雄
に
つ
い
て
、
ニ
つ
の
時
間
に 

亘
つ
て
行
は
，れ
る
歷
史
的
比
較
の
方
法
を
ど
.る
。
そ
れ
人
、
.の
時
間
に
於
て
人
口
を
成
立
せ
し

め
る
*

或

は

人
口

^
 

ら
結
果
す
る
、

一
切
の
事
情
は
考
處
の
外
に
置
か
れ
る
。
故
に
靜
.

的
に
見
て
は
あ
る
人
口
が
よ

卜

豐

富

に
財
を
莩
有 

し
、
よ
{
充
分
に
滿
.足
を
S

、
あ

つ

て

さ
へ
も
、

同

じ

ぐ

靜

的
.
に
見
5

よ
り
少
<

豐
富
：に

財

を

享

有

し

、

よ
& 

不
充
分
に
淌
足
を
感

じ

つ

、
あ

る
他
の
人
ロ
よ
ぅ
も
、
よ
り
甚

し

く

人
口
過
剩
に

M

ff
l

し

つ
、

あ
ぅ

や
も

知
れ
な
.
.い
。 

或
は
後
#
が
少
し
も
.
，
そ
れ
に
.

遭
遇
し
.

で

居
な
い
，

の
，.

に

前

#
の
み
が

1

®
し

つ

、
あ

な

や
さ
へ

も

知

れ

な

い

。
人
：ロ

過
.剩
ビ
は
靜
.
.的
.
に
見
.
た
财
の
，供
@

缺
'
乏
不
足「

で
は
な
{
’
以
前
’
に
.
.此し

，：

て
0

も

の

減

、少
で
ン
め
る

.
。.
具

體
.的
に
'

.

ホ

活

： 

程
度
の
低
下
で
あ
る
0

そ

0
高
低
0
狀

態

-
程
度
そ
の
も
の
で
は
な
い
。

マ
ル
サ
ス
は
其
人
口
論
の
公
式
的
叙
述
に
，於
て
明
に
、こ
の
こV

J

を
述
ベ
た
人
口 V

J

食
料
ど
一
.一
つ
の
も
の
の
間
に 

等
比
が
如
何
に
必
然
的
な
り
や
を
描
い
な
。
彼
が
救
貧
法
を
非
雛
し
た
の
は「

必
要
な
食
物
：を
增
加
せ
し
め
す
し
て 

人
.ロ
を
增
加
せ
し
め
る
J

:

g

A問
.氏
、
.第
七
版
譯
?

三
〇
東
*
高
：野
"
大
內
氏
*
第
，1

版
譯
七
七
H

)
か
ら
で
あ
つ 

た
。

マ
ル
サ
ス
の
'採
つ
た
方
法
は
經
濟
學
ビ

し
て
の
人
0
論
：に
^

つ
‘て
疋
當
な
る
も
の
で
あ
つ
た
。
彼
の
®
ベ
た
の 

は
人
口
數
の
夥
太
で
は
な
く 
•

食
料
增
加
の
速
，度
ょ
：り
速
か
な
人
：ロ
增
加
0
速
：度
，
從
つ
て
其
結
*

た
る
生
活
程
度 

の
低
落
で
あ
つ
た
‘

ル
.ナ
ス
說
を
ド
ィ
ッ
：，に
有
力
な
ら
し
め
る
に
功
績
の
#

し
'か
：つ
た
R

f
 

e〗 i
n

は
-
一
の
觀
點
を 

页
に
カ
强
く
記
し
て
云
^

。

：

.:
:

d 
'持
續
的
に
、
即
ち
：取
來
打 

>

 

い
て
住
民
數
.が
國
民
所
得
及
國
民
財
逄
ょ
り
も
急
激
に
增
加
し
た
る
場
合
、
其 

:

結
架
ど
し
て
個
人
當
り
.の
所
得
が
：減
少
す
る
場
合
"
國
民
經
濟
的
各
稀
•職
業
は
從
«i
す
る
者
過
多
に
し
て
競
^
の 

爲
に
狹
め
，ら
れ
其
結
染
大
多
數
に
對
し
て
相
當
な
る

.

利

得

を

與

ベ

す

新
.に
人
：ロ
增
：加
め
る
«

に
こ
の
弊
を
璐
大 

す
る
..に
到
る
：場
合
、國
土
：の
而
撤
が
も
は
や
住
民
に
一
般
必
需
の
食
料
及
生
活
資
料
を
供
-給
す
る
に
充
分
な
ら
ず
, 

外
國
ょ
り
の
仕
入
が
1

造
及
贩
賣
炉
愈
々
圃
雛
を
增
さ
し
め
ら
る
、
が
如
き
商
品
办
反
對
給
付
を
耍
求
す
る
盼
、
 

即
ち
國
民
财
藓
及
國
说
所
得
の
增
加
が
漸
次
不
可
能
ミ
な
る
が
如
き
：場
合
"

一'國
は
K

G

:
の
.狀
態
に
入
.れ
り 

ど

云

ふ

(
R

d:m
e
l
f
n

 : 

R
e
d
e
a
l

 

u
n
d

 

A
u
f
s
z
e
,

 

N
'
F
.
,

 

S
.

 

5ON
S

0

同
樣
に
ド
ィ
ッ12；

於
け
る
マ
ル
ナ
ス
學
說
■の
正
統
繼
承
者
S
し
て
常
在
的
過
刺
人
ロ
說
を
細
說
す
る
ヴ
グ
ナ
ー
も 

第
二 
11

饴

(

一
?£
七—

ご

>
!■
碧

摩

U
於
け
る
過
剩
人i

の
：不
，可
能
 

笫
千 
一
0

1

睜
1



f
 

t十
5
 

C
l

五
七I

D

義

筚11

於
け
る
過_
人

口

論

：の
：不

可
能
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號
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1
1

 

亦
云
ふ
。
過
剩
人
口
は
：
 

.

人
口
、
殊
に
其
の
勞
働
階
級
が
"

營
利
行
爲
に
»

す
る
充
分
な
る
好
意
ど
能
力
と
に
も
か
、
わ
ら
ず
，
安

全

.
a
 

充
分
な
'
る

活

用

.

.
ど

利

得

劣

を

見

出

き

ず

、

し

か

も

次

の

三

個

：の

.事
情
を
.
規
準
に
し
：丁
考
べ
ら
れ
る
時
、

る
。
叩 

ち
第
一
、
生
康
に
つ
い
て
の
1

楚
0

經

濟

技

術

的

睛

係

彳

殊

：に

生

產

物

の

腋

賣

及

«

格
に
；對
す
る
諸
條
件
乃
萊
必 

霄
品
の
仕
入
及
價
.
格

，
に

，對

す

る

諸

條

件

を

規

準

ど

し

，

第

二

‘

生

產

及

分

配
( :

對

す

る一 ,

定

の

法

律

制

度

を

'
規

準
 

ど
し
、

第

三
，

旣
得
の
生
活
程
度
を
根
據
S

し
て
定
，め
v
b
_
:

る
、
欲
柴
滿：

足
の
®

類
程
度
及
快
感
に
關
す
る
ど
同
様 

勞
働
レ
^ .

類
程
度
及
^

r

感
.
に
.齡

し
.
て
生
.じ
た
要
求
を
规
準

V
.

す
'..る
ご
、̂
:

こ
：れ
'.
で
.

^

る
..

(
.
w
a
g
l
l
e
r

 

: 

G
5

n
d

l
a

g
€

n

 

d
e
r

 

p
&

t
i

s
c

h
e

n
o

e
v

o
n

o
b

i
e

,

 

3
_

A
l

^
.

,

 

L
e

 

一
 

p
z
icr
Q
-
v
loo
s

, 

I
.

 

T

2.
V
 2

. 

H
a

 

一
 b

b
.
,

 

s
,

ベ
：

C
S
3
。

こ
0
考
へ
方
に
.よ
る
人
口
過
剩
は
f
_れ
自
身
の
數
乃
至
は
土
地
面
a

に
相
對
し
て
の
密
度
で
な
ぐ
*
物
資
に
相
對 

,

し
て
の
觀
念
で
あ
り
、
物
資V

J

は
自
然
に
規
觉
さ
れ
て
存
在
す
る
ま
、
の
物
質
又
は
カ
で
な
ぐ
、
か
ゝ
る
物
質
又
は 

力
を
終
局
.の
目
的VJ

す
る
經
濟
條
仲
の
有
機
的
一
體
、
こ
、
に
«
濟
カ
ビ
«
す
る
ヾ」

こ
ろ
の
も
の
.

(

驻)

で
あ
る
。
そ
し 

て
そ
の
過
剩
で
あ
る
ど
云
は
れ
る
に
つ
い
て
の
某
準
は
何
等
絕
對
的
に
與
へ
ら
れ
客
»
的
に
存
在
す
る
も
の
で
な
ぐ
、 

偶
然
な
其
時
の「

憤
熟
の」

生
活
程
度
V
支
持
す
名
爲
の
雨
者
の
相
對
的
狀
態
.で
あ
る
.。
そ
の
基
準
は
偶
然
の
存
ff
i
 

で
は
あ
.
.
.
る
け
れV

j

も
確
實
且
.必
然
に
存
在
す
る
.。
即
ち
め
る
_

一
 

定

の

社

會

班

位

，
に

お

.け
る
經
濟
カ
に
.對
立
さ
せ
ら
れ 

る
總
愁
盟
の
個
人
當
り
平
均
が
あ
る
觀
察
時
點
に
到
る
ま
で
引
a

い
て
•現
實
に
滿：

足
を
得
て
來
た
ま
、
を
*
準
ど
す 

る
か
ら
そ
の
認
識
は
常
に
即
時
に
可
能
で
あ
る
。
從
：つ
て
こ
の
.や
ぅ
に
考
へ
ら
れ
た
人
口
過
剩
な
る
も
の
は
，
一
の
明 

^

■5
特
殊
現
象
ビ
し
て
；、.
過
刹
な
.
.
b
.
w
る
他
.の
規
.象
'か
：
^
 

明
か
に
職
別
‘し
て
認
め
‘ち
れ

—

—

—
—

—

—

—
Bumlgialaalllimgiat—

a—
a—

—
—
—

—

—

—
—

a
n
—

a—
M—

M—
I—

——
—
—

—

—

'
 

.
 

.
 

_ 

_
_

'相

：る
®
.

象

に

し

；て

は
t」

め.
V

問
題
ビ
な
る
こ
？
-が
.,

球
る
。

'
:
'
.
'
,
.
: 

.

:

■

c
g-
l
-
:

)

マ
か
サ
ス
で
す
ら
典
所
咐
3
0目
5 
0『subsistence

が
國
內
の
農
產
物
の
み
|-
よ
る
の
で
^
い
こ
ミ
を
明
言
す
る
程
充
分
1-
^
エ
_
1-
1 

々
注
想
^
拂
つ
た
°
物
實
4>
人
口
ミ
の
經
濟
的
の
關
係
1
1於
て
最
1
菹
按
な
も
の
1-
言
ひ
疽
乜
ぱ
勒
努
|:
對
マ
る
充
分
な
る
報
酬
0
'>
1
能
、
 

ミ
？
？

ゾ
は
こ
れ
‘「

充
分
订
る
且
報
酬
多
含
勞
働
の
機
會」

ビ
稱
し
た
0
日
く「

世
界
瓶
濟
0
時
代
に
は
適
勞
华
齡
階
級
、如
增
如
せ
し
む
が
如 

さ
人
ロ
堦*!
1
な
ら
ぱ
こ
れ
|:
充
分
な
る
且
有
利
な
る
勞
働
機
曾
か
與
ふ
る
|:
缺
か
ざ
ぢ
眼
り
、
人1!の
週
多
は
あ
り
得
べ
か
ら
^

0
飢
餓
か
忍 

.
;'

.

.は
ね
|1
:
な
ら
な
い
人
々
0
わ
る
、ぷ」

は
織
食
0
缺

艺

の

爲

で

な

く

不

"
足

な

1'

し
ぐ
は
報
酬
不
充
分
な
勢
働
機
會
の
結
粜
^
し
て
必
果
な
食
か
膦 

ふ
べ
^
贷
m
の
缺
艺
の
爲
で
あ
る」

0(
M
i
b
e
r
t
: Bev5Ik§

ngspoIiti

デ

人
口
過
剩
は
何
れ
も
可
.變
的
耍
件
た
：る
經
濟
カ
ど
人
.ロ
.
S
の
：關
係
.の

中

に

時

間

的

に

，發

，生

.す
る
か
ら
、
其
原
因
は 

南
潘
何
れ
か
の
變
化
に
よ
る
'̂
兩
客
共
の
變
化
に
よ
る
ど
を
間
は
ず
、
:兩

者

の

：
變

化

：を

原

因

W

し
て
發
生
す
る
V
人 

:
T

ロ
過
剩
は
經
濟
力
よ
り
速
か
.な
る
人
口
の
增
加
に
よ
：ち
、
及
人
口
，よ
6
緩
慢
な
：る
經
濟
カ
0
增
加
に
よ
办
、
發
生
す 

る
。
，人
ロ
の
增
加
が
な
く
、
或
は
人
口
.が
減
少
す
る
時
さ
.
•へ
も
，
經
«,
力
♦か
：減
少
し
或
：は
其
減
少
の
度
が
人
口
そ
れ 

よ
？
も
激
し
い
な
ら
ば
，
又
人
口
過
剩
が
發
生
.す
る
。
故
に
め
る
社
龠
祺
位
^
於
1:
そ
：.の
經
濟
カ
を
構
成
す
る
耍
件 

のt:

部
^
は
全
て
が
引
緻
い
て
磁
化
し
、
或
は
今
ま
で
は
均
衡
を
保
つ
て
來
た
經
濟
的
謝
要
#
が
新
た
に
發
生
し
た 

興
常
な
外
部
的
事
情
に
順
應
す
.る
こ
ビ
が
出
：來
す
從
'つ
'て
今
ま
で
は
當
然
で
あ
つ
た
能
力
^

減
退
し
た
爲
に
、

\ ロ 

の
#

人
當
り
の
平
均
所
得
が
減
少
す
る
時
ノ
た
e

へ
ば
；、
政
治
的
經
濟
的
變
革
、
戰
：亂
、
天
炎
、
に
よ
つ
て
人
口
過 

剩
•か
發
生
す
る
。
歐
洲
大
戰
後
谷
交
-眺
國
に
於
て
多
少
と
も
に
人
ロ
增
加
が
抑
制
せ
ら
れ
或
は
減
少
さ
へ
し
た
に
も 

力

、

.^
ら

す

人

口
 
過
：_
の

^

險

か

處

：

れ
ら
れ
/?f

g
o

m

c re
r

t
:

D
:

e

 

G
e

f
a

j
h

r

.̂n
m

r
a

b
e

r
v

6
I

k
e

n
x

n
N

s ?
r
 

D
e

u
t

s
c

h
l

a
n

d

 

T

C J
f

 g
e

n

 

1
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1
9
)
。

.平
和
時
代
に
ば
適
t
tビ
考
へ
&
れ
た
人
口
數
乃
至：

其
增
加
.が
戰
-
な：

る
興
常
な
外
部
的
事

情
：

Q
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顧
S

に
於
け
る
過
剩
人
ロ
論
の
不
可
能
：

 

第
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一

號

一

.
四
四

勃
言
ょ
つ
て
過
剩
人
口
の
狀
態
に
入
：つ
た
ど
考
へ
.
&れ
、，
食
料
原
料
等
の
農
產
物
の
世
界
*
濟
的
截
給
關
係
の
下 

に
適
最
で
あ
つ
^

人
口
數
乃
處
其
增
加
が
自
給
«
濟
の
下
に
於
て
は
過
剩
で
あ
る
ミ
云
ふ
こ
ミ
は
最
も
あ
り
う
ベ
き

せ
で
あ
ら
う
。 

' 

-

然
し
、
ハ
か
，i

K

■ふこ
‘
^
が
許
さ
れ
る
が
.ら
^
云
つ
て
.、
現
在
の
'適
量
，の
人
ロ
を
支
持
す
る
爲
：に
必
t '
あ
ら
ね
ば
な 

ら
ぬ
諸
條
件
：が
變
藤
す
る
こ
.■ど
に
よ
.つ
て
當
然
そ
の
人
ロ
が
過
剩
ど
從
る
で
あ
&

X

の
可
能
：が
.直
に
、
そ
の
人
.ロ 

が
現
麗
剩
で
あ
る
>

2
を
表
示
す
る
ど
S

ふ
の
は
、5

 

>
ゐ
變
動
が
如
何
に
：近
接
し
又
は
：必
然
で
あ
つ
て
も 

實
在
可
能
ビ
の
甚
し
き
混
向
で
あ
る
：。：：か 

>
る
混
同
に
上
：つ
：て
生
れ
：た
過
剩
人
ロ
.觀
は
、
こ
、
に

i

應
例
示
せ 

批
評
整
理
さ
れ
て
お
く

こ

ヒ

.

が
正
し
い
考
へ
を
持
つ
上
«;
有
用
で
あ
る
：S
思
は
.れ
.る
程
.屢
：々
行
は
れ
る
。
我
國
が
虫 

要
®
料
品
が
自
給
さ
れ
な
い
狀
態
に
入

っ
？

l

Ja
て
人
口
.過
刺
の
徵
候
；？

ぬ
し
y

或
は
#
.地
*
張

.
、

或

は

海
 

®

民
.を
獎
働
す
る
こ
？
は
久
し
く
聞
か
れ
て
來
な
。.こ
れ
第
二
に
戰
時
0
自
給
：を

豫

想

第

：

1

一
に
農
產
國
の
將
來 

に
於
け
る
工
業
化
及
農
產
物
自
用
を
豫
想
す
る
か
ら

で

あ

る
？

.

同
じ
論
法
'を
以
.て
ず
れ
ば
過
剩
人
ロ
は
文
明
國
到
る 

處
に
あ
る

「

囱
然
の
.供
給
す
る
資
源
涵
渴
の
可
能
は
多
く
の
場
合
甚
だ
遠
，か
ら
ず
に
あ
る
。
多
く
の
‘國
I:
於
て
は
刹 

用
し
得
る
資
源
は
す
弋
に
極
度
に
ま

で

利
用
さ
れ
今
後
め
餘
#

甚
だ
®

い
ど
云
つ
.て
よ
い
- e

あ

ら

う

。
或

る

國
で
は 

人
ロ
は
脒
に
過
剩
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
即
ち
現
.在
の
人
口
が
其
國
土
の
資
源
に
.よ
つ
て
自
ら
を
養
ろi

ど
が
出 

來
な
い
こ
^
で
あ
る
。
英
國
は
こ
の
意
味
に
於
て
人
口
過
多
で
あ
る
。
食
料
生
產
の
關
す
る
限
6

こ
の
事
は
一
般
に 

承
®

さ
れ
て
'居
る」

(

K
、31

d
c
o
x

 : T
h
e

 P
r
o
b
l
e
m

 of p
o
p
u
l
a
t

o*n
,
L
o
n
d
o
n
J
9
2
2
, p. 

36)0

 

そ
れ
は
只
に
我
國
及 

英
國
{:
■
つ
い
.て
：の
•み
で
R

S

M

P
 

c:

ョ
I 
ロ
ウ
パ
の
.全
て
のH

業
國
は
人
.ロ
.過
剩
に
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、」

れ

ら

の

國

は

读

.國

土

が

找

養

す

る

，j

ビ

0「

出

冰

石

.よ
'
-
多̂

{

の
.
t

t

Kを

珩

す

' る

が

故

に

.

.賴

食

®

ス

の

爲〖

に

：他

の
_

K

 

0爲

に

.勞
 

働

す

る

こ

‘
ど

を

餘

儀

な

ぐ

さ

れ

て

あ

る

」

。(
s
c
h
a
l
k
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W
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d
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V
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5
3

)
0

そ

ノ

て
か
.や
う
に
解
釋
せ
ら
れ
/2
過
剩
人
ロ
が

何
等
の
說
明
も
な
し
に
甚
本
*
念
.ビ
し
七.用

：：

ひ
ら
れ
直
に
槪
括
.論
が
行
.は 

れ

篇

に
.か
の
.屢
ミ
人
を
し
て
：當
惑
せ
し

む

る
立
言

I

住
民
の
平
均
的
生
：活
程
度
は
低
下
せ
ず
成
は
上
攏
さ
へ
し 

た
.が
人
口
過
刺
は
依
然
ど
じ
て
あ
.る
、
ビ
の
こ
ど
が
事
實
ら
し
く
、
又
眞
理
を
持
つ
や
う
に
a
え
る
。

:

今
日
の
：國
K

經
濟
の：

本
相
は
よ
り
多
ぐ
戰
峙
の
孤
立
的
な
經
濟
で
あ
る
か
、
平
時
の
國
際
經
濟
で
あ
る
か
は
、
JC 

戦
狀
態V

交
易
狀
態
ビ
の
何
れ
好
小
ノ
ぐ
？
も
經
濟
的
な
る
も.
の
の
本
質
に
一
般
に
よ
り
■近
ぐ
あ
る
か
、v

j

同
じ
や
5
 

裔

答

す

る

ま

で
I

い

明

瞭

す

ぎ

る

塵

で

倉

。
國
際
問
の
紛
爭
が
時
に
.武
力
に
よ
つ
て
解
決
さ
れ
な
け
れ
ば 

な
ら
な
い
で
來
た
今
日
の
文
明
の
程
度
に
於
て
は
經
濟
的
に
は
外
國
贸
易
に
よ
つ
て
受
け
つ
、
：あ
る
利
得
の
程
度
は 

屢
時
に
於
て
蒙
る
で
あ
ら
I

 
, 
yろ
の
損
失.
に
比
例
す
る
。
あ
る
國
民.
經
濟
が
：よ
ゥ
多
ぐ
仳
界
經
濟
的
に.
な
る
.，〕

ビ 

は
そ
れ
，た
け.
多
ぐ
損
失
を.
招
ぐ
可
能
性
を
持
つ
-
5

に
な
る
。
そ
し
て
ー)

の
危
險
の
可
.能
性
を
持
た
ざ
ら
ん
爲
に
孤 

產

濟

に

留

る

よ

り

はこ
.：

の
可
能
性
を
備
處
し
計
篇
し
つ
\

も
尙
國
際
經
濟
を
行.
ふ
方
が.
有
利
で
あ
る
^

の
#
i l
の 

考
臌
，
計
算
並
に
'經
驗.
が
今
日
の
®

際
經
濟
を
f

す
や
う
に
敎
：へ
?

云
つ.
て
よ
い
o 

■
> 

W
0
意
味
に.
お
：け
る
I
:
 

涵
濟
对
今
日..
の
各
國
に
於
て
現
在
：だ
け.
の
人
ロ
を
扶
養
す
る
爲
の
經
濟
カ
の
要
#

ど
し
て
確
«

に
存
在
す
る
。
C

0、
 

瓶
姆
に
*

在
す
る
も.
の
を
一
の.
要
#

S
し
て
は
じ
め
て
成
立
す
る
に

0
つ
た
經
濟
ヵ
£

一
定
の
關
係
に
於
て
の
み
J i 

*

す
る
こ
ブ
ヵ
可
能
な
人
^

に
づ
い
て
、
そ
れ
が
過
剩
な
办.
や
或
は
從
つ
て
時
に
逾
麗
な
う
や
を
判
斷
せ
ん
せ
す
，る 

府

に

，
」

の
'®
婴
な
る
‘，一
要
#.

を
置
換
へ
て
而
し
て
其
結
染.
を
以.
て
置
換
へ
^

い
Ja
前

の

..場

合

に

起

る

も

の

で

あ

る 

5

ー
十
一
卷
2

羌
五
0
ぃ
經
濟
告
於
け
3
過
喇
ス
ロ
ー 
論
の
：不
第
へ 

站
ト 
一
¥ 

一
 

I
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能
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第
十
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號

一

四
六 

か
の
如
く
混

同

し

て

考

へ

.る

こ

^

は
明
に
判
斷
の
法
則
に
悖
る
^

云
は
な
け
れ
ば
な
、ら
な
い
。

カ
ナ
ダ
ミ
ア
> 
へ
ン
チ
ナ
が
ほ
給
エ
業
國
ビ
な
り
農
產
^

自
用
國
^
な
る
時
、
今
日
の
：ま
、
の
人
口
で
は
英
國
は 

人
口
過
剩
S
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
然
し
必
ず
さ
う
な
る
ど
云
ふ
の
は
許
さ
れ
な
い
。
第
一
に
そ
れ
は
人
口
が
經
濟 

力
の
變
動
に
支
配
さ
れ
て
多
分
與
僧
加
を
緩
急
に
し
、
或
は
中
止
し
、
或
は
減
少
す
ら
す
る
で
あ
ら
う>」

S
を
忠
れ 

て
居
る
。
第
二
に
そ
れ
は
別
に
新
な
條
伸
が
發
生
し
て
其
效
染
を
墙
亂
し
て
人
ロ
過
剩
な
か
ら
し
め
ん

ビ

す

る

か
も 

知
れ
な
い
こ
^
を
全
く
無
視
し
て
居
る
。
か 

>
る
一
方
の
み
を
見
た
豫
言
は
學
問
の
範
圍
內
で
は
容
れ
ら
れ
な
い
。

. 

し
か
し
、
假
に
そ
れ
が
平
時
に
適
當
な
人
ロ
が
戰
時
に
咄
嗟
の
爲
に
過
剩
£
な
る
€
の
如
き
比
較
的
確
實
な
場
合
の 

如
く
確
實
に
云
は
れ
得
る
や
う
な
事
情
.の
下
に
於
て
な
さ
れ
た
S

し
て
も
、
こ
の
故
を
以
て
猓
在
の
人
ロ
を
過
剩
な 

P
ビ

ザ

る
こ
ビ

は
誤
り
で
あ
る
0
現
在
の
人
口
が
適
：量
で
あ
る
爲
に
は
不
可
缺
な
喪
1̂

を
取
除
い
て
考
へ
る
な
、ら
ば 

不
適
最
は
必
然
で
あ
り
、
人
ロ
過
剩
は
堪
に
英
國
ば
か
り
に
で
な
く
カ
ナ
ダ
に
も
ァ
ル
へ
ン
チ
ナ
に
も
あ
る
せ
云
ふ 

こ
ビ
が
出
來
る
で
あ
ら
う
し
、
結
局
人
口
は
到
る
*
必
ず
常
に
過
，剩
た
る
の
み
、
人
口 V

J

は
即
ち
過
剩
人
口
、
從
つ 

て
、
人
ロ
過
剩
は
今
日
祉
會
問
題
經
濟
問
題
^
し
て
人
類
の
前
途
に
暗
雲
を
漂
は
，し
て
«
る
意
味
で
の
特
殊
な
深
刻 

な
問
題
で
は
な
ぐ
な
る
で
あ
ら
>ア
°

經
濟
學
で
直
接
間
題
^

す
る
の
は
人
ロ
ビ
經
濟
カ
^

の
現
實
の
ま
、
の
關
係
で
あ
つ
て
、
こ
の
關
係
に
於
て
人
口 

が
適
*

に
あ
る
こ
^
を
因
標

-̂

し
過
剩
で
あ
る
こV

J

を
問
題V

J

す
る
。
勿
論
、
-J

の
關
係
の
瑰
狀
が
變
轉
し
て
未
來 

に
於
て
別
の
双
1

に
到
達
す
ベ
し
ビ
推
測
せ
ら

れ

る

な
ら

ば
、
こ
れ
を
實
現
せ
し
め
或
は
防
逊
せ
ん
が
爲
に
そ
の
經 

路
を
.論
じ
施
設
を
講
v
yる
こ
V
Vは
、
經
濟
行
爲
の
計
畫
的
意
識
的
た
_る
所
以
し
て
、當

.然
■で
あ
る
。
た
父
そ
れ
は

現
狀
の
批
制
ど
味
別
.で
あ
つ
で
、

に
.確
的
に
ヌ
如
何
に
t
■.ぎ
將

來

に

人

，
ロ
.過
剩
.が
，發

生

し

や

う

ざ

：

'も
ヌ
如
5
に 

其
響
吿
が
有
益
で
t

う
€
も
、
そ
の
故
を
以
て
現
在
の
人
ロ
が
過
剩
节
あ
ふ
暴
■ふ

の

は

：當

ら

な

い
o

人
口
過
刺 

が
發
生
す
る
で
あ
ら
う
こ
ビ
、
發
生
し
て
居
る
こ
ど
、
は
別
で
あ
る
や
う
こ
。

:

A

a
過
剩
ど
は
あ
る
國
民
經
濟s

の
全
人
ロ
が
平
均
し
て
從
來
慣
熟
め
代
償
に
よ
つ
て
は
從
來
慣
熟
の
物
質
的
欲 

k

の
滿
足
を
行
ふ
こ
ど
が
出
來
な
い
で
居
る
現
實
の
狀
態
を
云
ふ
。

紙
濟
學
で
疋
妒
派

^
稱
せ
ら
れ
最
も
重
要
な
る
地
位
を
占
め
る
學
派
は
人
口
.は
本
質
的
に
過
剩

す
る
傾
向
を
寺
つ 

■
V

の
人C

過
刺
^ '
を
I

葉

學

說

£

て
主
張
し
て
來
た
。
以
上
の
如
く
解

f

れ
た
人
口
過
剩

な
る
も
の
篇 

向
か
人
o

Q

特
殊
態
で

な

ぐ

し

T

本
態
、
病

態
で

な

ぐ

て

墓

な

.o

 

V」

す
る
1

こ
ど
は
經
濟
學
に
於
て

1
F

を
家
朱
し
、

:

又
如
何
に
し
て
可
能
で
あ
る
か
。

;

人
口
過
剩
の
事
寶

0
可
能

箱
濟
ハ
{
簌
は
嘗
て
®

濟

旅

稱

せ

ら

れ

た

合

理
M

則
、
即
ち

最
小
の
.犠
«

に
1 .
つ
て
最
大
の
效
*

を
®

得
ト
-ん 

「

ど

す

る

の
主
義
に
よ

つ
，て
指
導
さ
れ
る
。
し
か
し
犠
牲
の
う
ち
の

最
小
な
.も
の
ビ

し
て
失
つ
た

もQ

が
效
果
の
う
ち 

の
最
大
な
も

の
さ
し
て
獲
#

し

た

も
の

よ

う

必

ず

し

も

よ

う

小
：さ
い

ど
去

上

こ
ビ

は
出

來

な

い
、
或

は

等

し

ぐ

あ
る 

か
も
知
&

い
し
、

又
却
？

よ

矣

で

t

t

知
S

い
。

こ
S

等
し
4

1

則
に
よ
つ
s

f

れ
て 

螫
ま
れ
た
經
濟
行
爲
で
あ
{

な
が

ら

、

場
合
の
異
な
る
に
從
つ
て
、
或
は
效
果
が
犠
«

ょ
、>

大

な

る

こ

恭

り
\

 

或
は
よ
う
小
な
る
こ
ざ
が
t

、
或

は

兩

者

が

等

し

い

こ
為

f

,

即
ち

差
引
し
て
計
算

す
れ
ば
或
は
：利
.

f
得 

或
.は

摁

失

を

蒙

赢

は
®

益
な
き
こ
i

が
あ
る
こ
气
日
常
身
邊
S

聞
に
よ
つ
て
も
明
が
で
は
あ
る
。
拜
3

て
_

ノ

.S
T

1

怨

2

五
七
七〕

趂
濟
學
に
於
け
る
頰
剩
人
口
論
の
不
可
能
' 

第
十
 

一̂
 

- 
J
b
.
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濟
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四

八
. 

牲
が
效
粜
ビ
等
し
い
經
濟
行
爲
が
行
は
れ
る
場
合
に
は
かA

る
行
爲
が
連
續
さ
る
S

限
‘
$
.に
お
い
て
其
主
體
s:
€
.
の 

支

配

遨

ば

恒

に

等

し

い

去

、

に

留
b
、

又
_
牲
が
效
张
よ
.ぅ
大
令
あW

場

合

：に
：は

其

期

個

彼

の

富
.の
支
配
量
は
®
に 

減
少
す
ベ
ぐ
、
m

に
又
、

こ
れ
^
反
對
に
_
牲
が
效
«-
よ
か
小
な
ら
ば
.其
期
間
彼
の
«

の
支
配
最
は
恒
に
«

加
す
.る 

:
で
あ
&
ぅ
。 

. 

.

か
く
全
{
反
對
の
異
な
る
結
果
を
生
む
種
々
の
場
合
は
事
實
S
し
て
起
る
。
而
し
て
科
學
は
そ
の
知
晶
の
組
織
體 

系
た
る
の
本
質
の
ゅ
ぇ
に
無
數
個
々
雜
多
の
辦
實
を
そ
れ
自
身
の
規
範
に
.よ
つ
て
選
擇
し
且
こ
れ
を
觀
察
す
る
。
從 

M
つ
て
あ
る
»

_
の
規
■
に
關
係
す：

る
多
く
の
事
實
は
消
：極
的
に
即
ち
背
理
ど
し
て
か
、

稻
極
的
に
即
ち
合
3
ビ
し
て 

か
、
で
關
係
す
る
。
經
濟
學
がr
の
文
化
科

し

て

文
化
價
値
な
る
綜
合
的
な
因
的
を
成
就
せ
ん
が
爲
に
そ
の
特 

:
:殊
な
：る 

一
® !

S
し
て
の
經
濟
價
値
の
龜
得
を
意
志
：し
或
は
そ
の

喪
失
忌
避
を
意
志
す
る
に
於
て
成
立
す
る
以
上
、
經 

濟
行
爲
に
於
け
る
犠
牲
ど
效
染
S
の
比
較
上
種
々
に
起
る
®
合
の
ぅ
ち
經
濟
學
ミ
し
で
の
本
態
は
犠
牲
が
效
朵
よ
り 

小
で
あ
る
こ
ど
に
於
て
あ
，ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
經
濟
學
が
文
化
科
學V」

し
て
#

へ

ら

，れ

る

限
b

ac

の
對
象
^

な
る
經
濟 

」

行
爲
の
職
極
的
意
義
は
^
に
合
理
法
則
に
指
導
さ
れ
る
^
云
ふ
ば
か
々
で
な
く
、
吏
に
進
ん
で
最
も
多
く
よ
り
少
な 

;
る
犠
牲
に
よ
つ
て
最
も
多
く
よ
り
大
な
る
效
果
を
獲
#
す
る
こ
ど
、
即
ち
最
大
の
餘
剩
價
値
獾
得
、

を
目
標
ど
す
る 

に
あ
る
^
云
は
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。.
之
を
反
對
に
云
へ
ば
，
最
大
の
餘
剩
價
値
猥
得
は
人
類
办
文
化
意
志
發
現
成
就
.0 

あ
る
一
而
で
あ
つ
て
經
濟
行
爲
が
こ
れ
を
目
標V

J

す
る
が
故
に
、
經
濟
を
以
て
其
認
識
對
象
^
す
る
經
濟
學
が
文
化

科
學
た
-
得
る
の
で
あ
る
o
故
に
經
濟
行
爲
が
、
經
鄭
學
的
に
考
へ
.：て
本
態
た
る
®
情
の
.起
生
及
そ
の
本
態
的
述
續 

で
，t

な
ら
ば
、
其
の
結
果
は
富
の
減
少
で
は
f

得
な
い
。'
富
©

減
少
は
，

經
濟
學
的
.に
考
へ
.

#
態
な

&
|
:
、

合
»
‘な
'
&ざ
る
、
訊
情
の
.
.起
线
及
か
、
る
連
：續
ビ
し
て
行
は
れ
.た
經
濟
行
爲
の
..結
粜
起
る
。
苟
し 

<
 も
.
.そ
れ
.が
®

_
 

行
爲
で
あ
る
な
ら
ば
，
そ
れ
を
起
さ
し
め
た
意
志
.は
經
濟
學的

！
：

斷
に
.お
い
て
錯
課
を
犯
し
も
し
く
は
經
濟
行
爲
の 

:

目
標
を
無
親
し
た
か
に
.よ
，つ
て
"
何
れ
に
し
て
も
、
反
_

»
學
的
«
爲
で
あ
う
>

#

_的
に
は
過
失
も
し
；く
は
皮
逆 

で
あ
る
o
そ
し
て
こ
れ
を
も
し
經
濟
學
に
：於
て
取
扱
は
う
.

す̂
る
な
6
ば
、
か
>
 
る
背
理
：

W

し

て

の

消

極

的

意

_

に 

於
て
で
あ
&
ね
ば
な
ら
ぬo

::;
:

.

經
_

は
當
然
で
あ
る
^

こ

ろ

の

其
檄
極
的
な
認
識
構
成
に

よ

つ
て
富
の
增
加
に
關
す
る
諸
現
象
の
性
質
及3

係 

.を
叙
述
す
る
。
其
の
消
極
的
な
部
®

の
叙
述
は
同
時
に
こ
れ
の

消
極
的
反
推
に
よ
る
反
對
槪
念
に
よ
つ

て
こ
れ
を
®

 

^
け
旦
こ
れ
を
よ
り
明
確
に
し
支
持
す
る
が
爲
に
準
卿
さ
れ
て
あ
る

ば
か
h

で
あ
る
。

經
濟
學
に
於
て
人
口
が
問
題
の
材
料
^
な
る
の
は
そ
れ
が
經
濟
行
爲
の
主
體
た
る
爲
で
あ
う
、
そ
し
て
然
る
の
み 

で
あ
う
、

' 從
つ
て
こ
の
場
合
人
.ロ
«
經
濟
行
.爲
^
集
圓
せ
し
て
常
に
it
剩
價
値：

獲
得
を
：、
而
し
て
出
來
る
な
ら
ば
：
®
 

大
の
#
剩
價
値
獲
得
を
遂
げ
つ
、
あ
る
を
以
て
本
/1
ヒ
す
る
。
か 

>
る
本
‘態
が
時
に
中
斷
さ
れ
る
こ
S
は
あ
つ
て
‘
 

猶
其
實
.現
；か
事
實
ど
し
て
可
能
.で
あ
つ
て
來
、
又
可
能
で
あ
る
で
あ
ら
5
が
故
に
は
.じ
め
て
、
人
ロ
を
其
組
織
の
中 

心
點W

す
る
經
濟
、
の
學
た
る
：經
濟
が
今
日
の
成
立
す
名
如
き
內
容
を
以
て
成
立
す
'る
i
 

Sが
出
來
る
の
で
卷る

？： 

最
大
の
？
云
は
ず
ミ
も
苟
ぐ
も
單
に
餘
剩
價
値
：獲
得
を
さ
へ
遂
げ
つ
、
あ
：；る
限
ぢ
の
入
：ロ
0
支
®

す
'る

富

の

_

最

が 

減
少
す
る

こ

£
は
、

絕
對
に
あ
り
#
な

：
いo

宵
の
總
量
が
減
少
し
な
い
な
ら
ば
、
：生
活
程
靡
下
：を
意
味
す
る
入
ロ 

過
剩
現
象
は
、
人
a
增
加
に
よ
じ
ざ
る
限
\

起
ら
な
い
。
而
し
て
同
樣
に
>

經
翌
の
本
態
も
亦
滅
少
甘
，ざ
る
に 

あ
％
か
ら
、
經

勞

：そ
れ
自
身
；は
，經
濟
理
論
^

に
は
人
ロ
過
_

現
象
の
原
因
廷
な
ら
な
い
0 

.

:
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人
0
過
剩
0
性
賓
及
_
成
.因
を
か
で
經
：$

的
«
點
ほ
立
：っ
' て
精
査
ず
る
せ
、
人
ロ
過
剩
は
た
く

人
n
の
.增
加
，が 

あ
つ
て
，は
じ
め
て
起
る
も
の
.€
云
：ふ
こ
ビ

が
出
；來
る
や
ぅ
に
：な
る
：。
た
^

へ
.支
酿
0
中
に
あ
：る
窗
の
戯
暈
が
減
少
せ 

ず
、
等
し
い
撒
の
ま
、
で
®

て
も
或
は
增
加
し
て
^

^
人
口
：が
增
加
し
>
.或
は
其
僧
加
#
前
者
の
■ょ 

>
も
速
か
.で
：あ 

る
な
ら
ば
、
富
の
總
嚴
は
，相
鑛
的
に
は
減
少
し
た
，こ
ヒ
：に
な
>
、
人
口
成2

®

々

に

：.分

配

さ

巧

以

T
實

際

ほ

：
生

：
活 

.程
度
を
維
持
す
る
■爲
に
用
ゐ
6
れ
ゐ
富
0
平
均
®
は
絕
對
的
：に
も
減
少
す
：る
か 

こ
の
場
合
の
人
は
遍
痛 

は
人
ロ
の
增
加
の
み
が
原
因
で
あ
っ
た
。
而
し
て
經
濟
學
で
は
：こ
の
場
合
だ
げ
が
所
飾
人
ロ
過
剩
濯
論
の
索
#

£
 

て
考
.へ
ら
れ
得
る
：餘
地
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
»

の
總
量
：の
減
少
即
.ち
經
濟
カ
?)
退
化
.に

：
ょ

る

.
入

ロ

過

剩

は

可

能

な

る
又
屢
々
實
現
し
た
事
實
ど
し
て
經
濟
史
の
問
題
で
は
：：あ
'
,る
が
、
積
極
的
は
理
論
の
問
題
S

な
る
デ」

ビ

か
ら
は
除
か

:れ
な
6
: 

_ 

.

合
趣
的
に
は
經
濟
行
爲
は
國
民
.經
濟
に
於
て
■
»
力
の
退
化
に
結
果
し
な
い
か
ら
し
て
經
*
力
の
返
化
を
ia
目
ど 

し
て
は
人
ロ
過
刺
が
起
&
な
い
こ
^
が

理

論

的

で

，
あ

る

の
に
も
か〜

わ
ら

ず

，

人
ロ
の
增
加
を
原
因
ビ
し
て
な
6

ば 

:起
る
か
も
知
れ
な
い
ど
考
べ
ら
.れ
る
^
す
れ
は
、
經
濟
力
：の
增
減
S

A

Pの
增
.減
：̂
:の
間
に
、
經
濟
學
的
.に
考
へ
て 

根

本

的

な

相

違

，
が

*
名
爲
.で
あ
ら
ね
ば
な
6

ぬ
。
經
濟
力
は
最
大
の
餘
剩
經
濟
慣
値
獲
得
を
目
標
ど
し
て
意
識
的
に 

行
は
れ
る
經
濟
行
爲
&
國
段
|

機
的
組
織
體
た
る
國
民
經
濟
_に
'お
け
る
自
檩
成
就
0
可
能
の
程
度
を
'意

味

し

.
、

意 

志
を
股
因
せ
す
る
純
文—

化
所
淹
で
あ
タ
、
從
っ
て
勿
論
純
經
濟
學
的
槪
念
に
篤
，し
、
わ
ず
か
に
第
'一一

義
的
條
件
ど
し 

:

て
時
代V」

■環
境
ヒ
の
形
式
の
下
に
現
は
れ
る

の
み

で

あ
る

が
、
人
ロ
の
多
少
は
-ぞ
れ
自
身
歡
0
*

念
で
あ
-

CS,.

其
數 

を
：決
龙
す
る
^
こ
々
の
增
減
な
：る
も
め
は
：根
本
助
に
生
&
學
的
現
象
节
ぁ
-)
.
:て
：
、
、
：更

：に
：
こ

：の

魄

象

の

に

_

ば

，

股
始
的
に
は

生
理
心
理
：的
な

自

然

事
實

た

る
.性
1

«;
動
で
ぁ

p
t
こ
の

*
本

的

に

は

自

然

所

逄

だ
る

1

の
0:
上

に

箫 

,1 

一_
的
條
伸
S
し
て
文
化
的
反
省
が
作
用
す
る
の
み
で
あ
る
r
あ
る
時
代
あ
る
環
境
の
下
に
經
濟
學
的
_
實
た
る
輝 

濟
カ
が1

定
の
量
に
お
い
'て
實
現
さ
れ
る
こ
<
.
^
"人
口
が
自
然
事
實
た
る
人
口
增
減
に
よ
つ
て
同
樣
に
一
定
の
_
 

::
:
:

に
實
現
さ
れ
る

こ

ミ
N
の
：間
に
、交
互
に
“ S

M

ビ

な

る
が
如
き
普
遍
的
關
係
は
認
め
ら
れ
な
い(
註
.

一
)

。
加
之
、
生
物
學 

,はf

般
の
生
物
が
陶
'汰
办
"
從
つ
て
進
化
の
要
件
ど
し
て
現
實
に
生
存
可
能
よ
&
も
よ
り
夥
し
き
生
殖
を
遂
げ
つ
、 

:

あ
る
こ
ビ
或
は
そ
の

能
力
を
持
つ
こ
^
を
敎
へ
る
。
こ
の

法
物
界
に
一
般
的
な
®
實
を
"
人
類
の
性
愁
及
生
殖
カ
の 

:
自
然
科
學
的
測
定
が
疑
ひ
も
な
く
そ
れ
を
容
認
す
る
や
う
に
、
人
類
に
推
し
て
考
へ
る
な
ら
ば
、
人
ロ
の
增
減
は
単 

!!
に
消
極
的
に
經
濟
學
的
事
實
，で
も
な
ぐ
又
經
濟
學
的
辦
實
た
る
經
濟
カ
ビ

關
係
な
し
に
行
は
れ
る
ば
か
り
か
？
人
ロ 

は
經
濟
カ
以
上
に
速
か
に
僧
加
す
る
恒
常
的
傾
向
を
持
つ
て
增
加
す
る
ビ
ー
石
は
れ
る
や
う
に
な
る
。
人
口
の
生
存
を 

現
實
に
可
能
な
ら
し
め
る
經
濟
力
は
.|

の
歴
史
的
事
實
ビ
し
で
常
に
發
展
或
は
進
化
し
な
が
ら
も
、
其
各
々
の
時
點 

へ
に
お
い
て
は
一
定
度
の
.能
力
ど
し
て
考
ベ
ら
れ
る
か
ら
、
か
ぐ
條
伸
付
け
、ら
：れ
た
る
現
實
の
經
濟
カ
に
對
し
て
人
ロ 

'は
超
現
實
的
增
加
を
結
梁
す
る
で
あ
ら
う
程
强
大
な
生
殖
を
、
生
物
學
的
可
能
ど
し
て
、
恒
常
に
行
ひ
得
る
'結
*
、
，
 

:

恒
常
の
超
現
實
的
超
生
存
可
能
的
な
る
概
念
を
經
濟
カ
だ
W
ど
比
較
し
て
考
へ
る
气
常
_

_
に
は
、
殆
ん
ざ
無
限 

大
で
あ

る

か
の

如
く
視
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
半
飢
の
生
活
を
辛
う
じ
て
維
持
す
る
だ
け
の
所
得
を
し
か

得
る
こ
ビ

の
. 

出
來
な
い
經
濟
行
爲
を
行
ひ
つ
、
あ
る
人
，ロ
ど
富
裕
な
る
生
活
に
充
分
だ
け
の
所
得
を
得
つ
、
あ
•
る
人
口
ど
の
間 

「

に
、：

文
明
人
ミ
野
#

人
S
の
間
に
、
集
約
農
地
方
人
口
：ビ
粗
笨
農
地
*.
人
口
^
の
®

2
、

通
常
見
出
さ
れ
る
生
殖
力 

の
.比
較
.の
結
果
c

g

l

Dは
、
M
濟
力
S
生
*

*
と
の
疋
此
例
的
：關
係
を
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濟
力
に
無
麻
係
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起
り
得
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o

故
に
經
濟
カ
0

®

体

に

よ

つ

て

ば

人

ね

诞

剩

が

«

、

#
な
い
年
の
結
論
を
生
ん
^

 

今
迄
め
瀣
程
で
は
"

そ
れ
が
然
し
な
が
ら
人
ロ
の
增
加
に
：よ
.
つ
て
は
起
.
ヴ

得

る

ぜ

者

；
へ
，
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餘
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ゼ
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t
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に
よ
つ
て
よ
り
よ
く
觀
せ
ら
れ
ゐ
に
到
つ
れ
、
生
物
學
的
實
驗
玆
い
C

肖 

へ
ら
ゐ
人
1
.
1咐
如
1 :

關
す
る
择
說
は
、
/|
-

沿
程
度
の
昀
上
ミ
生
破
カ
>
.
;|"

反
比
例
的
间
见
關
係
ぁ
そ
；ミ̂

主
張
す
る
0

こ
れ
が
.
K

^

e

す 

れ
ば
#

蓮

の
$

4 >

來
I

で
t

-

う
？

ろ
の
文
明
の
|

|

々
人
ロ
咐
如
|

没

笮
 

合
過
剩
の
f

 

H
l

E

つ
て
益
々
不
可
能̂

な
る
て
ぁ
ら
-

う
。
然
し
^

が
ら
か
\

る
說
は
今
^̂
靡
門
家
^

よ
つ
て
は
翁
み
ら
れ
て
妨
な
い
0
< !
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e
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於
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れ
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果
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V
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K
族
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し
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出
な
い
期
間
の
出
$

露

|

明
せ
ん
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:

る
こW

は
あ
ま
り
！

.L

奕
飛V

考
へ
ら
れ
ゐ
。

@

D

か 
>

る
|

の
|

的
條
仲
の
卞
に
ぁ
る
人
ロ
.翌
の
間
1

^

|

カ
の
相
_

く
、
も
し
生
括
資
料
に
し
5

m

n

は
同 

名
う
に
咐
加
す
冬
わ
ら
、っ
、m
'

l

l

•
す
る
爲
に
こ
そ
、
マ
ル
サ
ス
は
艾
ロ
讓
一一

版
以
後1

1
1

編
第
三
編
の
史
實
ん
■

し
た
の

^
|
\
あ
つ

恒
に
A

ロ
か
艘
濟
カ
を
.超
え
て
*

加

し

や

う
^

し
、

即
ち
.其

、
め

る

部

分

が

扶

養

を

受

け

る

こ

と

が

出

來

な

い

結

梁
 

に
陷
る
ほ
^

に
财
加
し
や
う
ビ
す
る
こ
^

が
ぁ
り
得
る
の
は
：
>
 

人
ロ
は
其
增
加
に
隨
つ
そ
如
何
な
る
數
を
で
も
壬
赁 

に
自
働
的
に
扶
養
す
る
こ
ビ
が
出
來
な
い
爲
で
ぁ
る
。
人
ロ
は
人
0

そ
れ
向
身
に
よ
つ
て
扶
養
さ
れ
な
い
、

堪
濟
カ 

に
よ
つ
て
扶
*

さ

れ

る

而

し

て

經

濟

カ

は

人

ロ

の

增

加〜

共
に
正
比
例
し
て
增
加
し
な
い
。

そ
の
冏
«1

な
る
發
M

 

が
,

け
ら
f

な
の
は
現
贤
の
經
濟
カ
が
歷
史
的
所
產
ど
し
て
咕
代
及
環
境
ミ
に
贿
係
じ
て
持
っ
一

足
度
の
有
眼
な
能

3

1
ぁ
る
爲
で
ゐ
る
。
A
 
ロ

數

は

，勞

榻

©

量

ど

し

て

經

濟

力

の

一

要
神

で

め

る

。
從
っ
て
そ
れ
が
そ
の
坩
划
に
隨
っ 

て
經
濟
力
を
咐
加
せ
し
め
る
に
は
そ
れ

以
外
の
諸
要
仲
の
必
要
だ
け
の
變

化
'が

你

は

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

一
っ
の 

U

每
に
ニ
本
の
手
が
供
は
っ
て
®

る

が(

1-
1

し
、

一j

本
を
以
で
し
て
も
手
だ
げ
で
は
一
っ
の
ロ
を
必
ず
し
も
養

ふ
.

5
 

が
出
來
J

は
云
へ
な
い
：0
あ
ら
ゆ
る
經
濟
に
於
て
、
其
讓
规
模
按
術
組
織
の
如
何
に
.よ
っ
て
、
必
要
ヒ
せ
ら
れ
る 

ド
勞
儆
爲
ど
し
て
の
人
ロ
數
の
最
適
贵
は
.一
定
し
、
他
の
諸
#

は
そ
の
ま
>'
で
典
適
量
に
超
過
し
た
勞
勵
の
供
給
ビ
し 

::
:

て
の
人
口
增
加
あ
る
時
は
>
.
勞
働
各
取
位
が
受
け
る
所
得
は
最
適
贵
の
時
に

於
け
る
よ
h
小
ど
な
ぅ
、

超
過
が
甚
し 

:

け
れ
ば
そ
れ
だ
け
益
々
よ
-v

小
ど
な
る
。
こ
れ
股
始
的
に
は
.收
獲(

或
は
土
地
收
，益)

遞
減(

或
は
漸
減)

の
法
則
ど
呼 

は
れ
^

6
、
後
慧
Il
k
な
る
へC

a
r
v
e
r

に
よ
っ
て
土
地
以
外
の
ー
般
の
生
康
耍
素
に
關
せ
し
め
ら
れ
生
產
耍
素
均
盤
の 

:
觀
念
に
ま
で
發
腿
し
た
る
.も
の■

'(The.distribution 

of .
.
w
e
a

.?,: 

N
e
w
.

 ..York. 

1 .9 .0
8
:.o. 
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f
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し

く^.
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ン
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來
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あ
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0
h
y
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の
■
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所
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0

意
志
の
作
用
か
ら
分

離

し
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考

へ
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れ

た
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つ
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が
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に
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繁
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け
る
過
剩
人
口
論
0
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可
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第
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数

一

五
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マ
ー
シ
；

經
»

^
原
理
、
分
1[
[

1

第

ニ

册

ー

七

一

；

1頁
>
0人
ロ
«
經
濟
カ
に
_無
關
係
'に
：
且0
:こ
れ
を
«
過
し
て
：增
加
す
る 

恒
常
の
生
物
學
的
傾
向
を
持
ち
，
而
し
て
人
口
が
も
し 

一
I

か
ぐ
經
濟
力
に
：無
關
係
に
«
加

(

或
は
減
少
し
て
さ 

へ
も〕

す
れ
ば
そ
れ
が
'必
ぬ
吣
に
«

_

«

»

&

_
の
作
^

を
«
し
、
其
結
來
ヒ
し
て
人
1
1成
員
個
々
に
削
當
て
て
訏 

算
し
た
富
の
平
均
®
の
減
少
が
不
可
避
で
あ
る
こ
^
確
實
で
あ
る
か
ら
に
は
、
A

ロ
過
剩
が
起
6
得
べ
き
事
實
た
る 

こ
^
又
今
ま
で
に
も
起
つ
て
來
た
こ
^
は
承
認
さ
れ
る
"

(

註)

.典p

 
の
'古
^Li.

首
.ふ
へ
へ.

With every moutli God. sends a'pair, of bands'

過
剰
人
口
論
の
不
可
能

人
ロ
增
加
を
扼
因
ビ
す
る
人
ロ
®
剩
が
$

 
€
し
て
起
る
こ
ヾ」

の
'當
然
な
の
は
S

で
あ
る
。
然
し
事
«

€
し
て

起
る
だ
け
な
ら
經
濟
カ
の
恶
化
を
原
因
€
す
：る
人
ロ
過
剩
さ
へ
同
様
で
あ
つ
た
。
問
題
は
、
そ
れ
は
粜
し
て
、
班
統
派

經
濟
學
を
中
心
S

し
て
經
濟
學
界
の
大
部
分
の
論
斷
で
あ
■る
や
う
に
、
M

_

_

の
對
象
€
し
て
の
人
ロ
の
本
質
で
あ

っ
て
、
經
濟
行
爲
を
營
め
る
人
口
が
到
達
すV

き
必
然
的
方
向
で
あ
る
の
か
。
前
段
論
じ
た
^
，」

ろ
に
よ
つ
て
見
え

る
や
う
に
、
も
し！

た
び
人
邙
が
其
生
存
の
可
能
ど
無
關
係
に
た
^
生
殖
カ
の
あ
る
が
ま
、
に
增
加
し
て
こ
れ
に
何

，等

人

工

的

調

制

を

加

へ

な

い

こ

？
が

假

定

さ

れ

て

し

ま

へ

^

其
後
の
結
果
に
っ
い
そ
は
購
論
の
餘
地
が
な
い
。
こ
の

假
楚
さ
べ
承
認
さ
れ

て
し
ま
へ
ば
收
穫
遞

減
法
則
は
歴
然
た
る
經
濟
法
則
た
る
こ
S

勿
論
で
あ
う
，
こ
の
事
S

同
じ

や
う
に
其
れ
に
よ
っ
て
起
る
人
ロ
過
刺
は
人
ロ
に
經
濟
學
的
本
質
た
る
こ
^
必
然
で
あ
る
。
生
活
程
度
の
保
：持v

生

殖
に
よ
る
人
ロ
僧
加
の
遂
行
S

」

の

一一
っ
M

相
反
す
る
時
に
人
類
は
そ
の
經
濟
的
考
處
を
も
含
ま
せ
'た
日
常
生
活 

の
爲
0

钊
斷
に
於
て
何
れ
を
'
選
ぶ
•
か
-

o

以
％
の
假
$-

が
事
實
可
能
で
6

•る
に
は
、

か
.

へ
る
場
合
人
類
が
常
に
生
活
程
'

f

t

w

v

w
 

V
A
J 

瓦
，

ぐ
し 

6 
0 

み
.
^
 ̂

i
-
i
.

に--*-15

■.つ
て-

<
^
1
3

を
途
^
^
"る
.
r 

u 
JC 

l̂ly. 

>
^
7

-̂
nyj

な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
少
く
ビ
も
經
濟
的
考
處
が
働
ぐ
場
合
の
人
[1
0
{:
は
、明
に
あ
ゲ
将
べ
か

&
ざ
る
康
擇
で
あ
る
。
 

人
間
は
"

通
例
、
®
ら
の
生
活
の
危
險
を
胃
し
て
生
»
を
企
て
る
こ
:̂
を
鳥
獸
昆
織
0
:や
う
に
容
易
に
行
は
な
い
。
 

そ
し
て
た
^

へ
、

あ
ま
ら
屢
々
あ
る
や
う
に
、
こ
の
抑
制
を
破
つ
て
生
殖
が
行
は
れ
て
も
、
人
間
は
こ
の
生
殖
が
今 

度
は
人
ロ
增
加
に
結
果
し
な
い
や
う
に
調
制
を
加
へ
T

以
て
自
然
が
生
.物
學
的
法
則
に
よ
つ
て
生
物
學
的
過
剩
分
を 

-

消
去
す
る
の
■不
足
を
任
意
に
補
：っ
て
、
人
口
增
加
に
對
す
る
調
酬
の
範
：_
の
限
界
を
人
爲
的
に
つ
く
る
。

1
顷
の
圃
を
以
て
全
國
说
を
養
ふ
こ
ビ
は
絕
對
に
不
可
能
：で
あ
る
ど
は
云
へ
な
い
で
あ
ら
う
.。
然
し
そ
れ
は
經
濟 

:

學
的
不
可
能
で
あ
つ
た
。
豫
想
外
な
不
利
を
忍
ぶ
こV

な
く
し
て
行
は
れ
な
い
.。
こ
の
不
利
は
收
穫
の
遞
滅
.か
ら
結 

果
す
る
。
收
狻
の
遞
減
を
虡
れ
、
こ
れ
を
避
け
ん
が
爲
に
>
:人
類
は
よ
6
廣
い
#
地
を
求
め
て
工
デ
ン
の
園
を
出
て 

I東
西
南
北
に
移
民
し
、
移
民
す
る
こ
^
に
よ
つ
て
收
獲
‘の
遞
滅
を
避
け
る
こ
S
に
®

功
し
た
。
滕
史
的
に
世
界
の
耕 

地
面
»

が
增
加
し
つ
>
あ
る
の
大
勢
的
事
實
ど
同
じ
や
う
に
確
實
な
の
は
、
こ
れ
を
.裏
付
け
說
明
す
る次

.：

の
事
賞 

經
濟
生
活
を
營
み
つ
ゝ
あ
る
一
般
の
常
人
の
.中
に
は
，

か
、
る
經
濟
技
術
上
の
：計
算
を
知
悉
し
て
な
ほ
听
得
：の 

減
少
を
介
意
せ
ず
,*
,

狹
小
の
i

、
の
耕
地
を
、
當
然
收
獲
の
遞
減
せ
し
め
る
で
あ
ら
う
ど
こ
ろ
の
方
法
で
利
用
し
つ 

ダ

け
た
も
の
の
な
か
つ
：た
一」

ビ

で
あ
る
。

一
宠
の
經
濟
的
進
少
の
階
段
の
上
に
あ
つ
て
一
定
巖
の
人
口
が「

定
の
生 

活
程
度
の
下
に
生
活
し
.て
思
る
狀
態
'か
ら
出
發
し
て
、
瑰
在
或
は
そ
れ
以
上
の
生
：活
程
度
を
維
持
す
る
に
充
分
な
經 

濟
カ
の
增
加
の
見
込
が
つ
か
な
い
の
に
生
物
學
的
旅
因
の
働
ぐ
が
ま
、
に
生
殖
し
塯
加
を
行
ふ
こ
€
に
よ
っ
て
新
に 

生
活
程
度
を
低
ぐ
す
る
こ
^
は
、
野
®
人
に
も
文
明
人
に
も
等
し
ぐ
常
に
恐
れ
ら
れ
避
..け
ら
れ
；て
來
た
。
人
類
は
典
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第

十
1

號 

一
®

ハ

膨
倒
的
な
性
終
の
滿
足
ミ
其
當
然
た
る
緒
來
た
'

る
人
.
ロ
增
加
：を
.可
能
な
ら
し
玖
る
爲
に
移
民
し
掠
奪
し
發
見
し
發
_

 

し
改
良
す
る
の
が
習
«

で
あ
つ
.た
。：：

性
慾
を
原
因
€
し

生
'*
機
能
^
道
程
ぜ
す
る
が
故
に
人
類
.に
常
掘
的
な
虛
倒
的
人
ロ
增
加
：の
自
然
現
象
的
傾
向
« 

結
局
は
其
人
ロ
の
生
活
程
度
を
脅
.し
其
生
存
を
.も
脅
す
述
命
を
持
つ
。
性
慾
ざ
自
已
保
存
慾
ど
：は
結
局
に
於
て
術
突 

す
る
。
.私
は
生
物
の
持
つ
最
も
根
本
的
な
ニ
つ
の
こ
の
本
能
の
巾
で
何
れ
が
强
カ
に
働
ぐ
か
を
斯
議
す
る
の
勞
を
密 

「

い
て
.> 
少
ぐ
S
も
、
其
硏
究
の：
對
象
ど
し
て
の
入
生
の
.1.

斷
而
を
M
濟
座
洁
に
，ど
る
經
濟
學
に
於
て
は
、
自
己
保
存 

慾
は
よ 

>
 多
{
追
求
せ
ら
れ
る
一S

ふ
こ
ビ
が

疋
：し
い

の
を
：感
ず
る
。
經
濟
生
活
に
於
け
る
經
濟
人
の
努
力
は
生
®
 

維
持
否
そ
れ
よ
り
は
む
し
ろ
生
活
程
度
向
上
、
厚
生
僧
進
に
向
け
ら
れ
て
あ
る
？
勿
»
、
性
慾
ビ
自
己
保
存
慾
《
必 

:ず
し
も
常
に
衝
突
す
.る
ど
は
限
ら
な
い

9
自
己
保
存
愁
0
滿
た
さ
れ
：た
結
粜
.で
あ
る

生
活
、
殊
に
よ

き

生
活
は
、
最 

も
當
然
に
性
慾
の
滿
足
を
も
含
み
、
最
も
普
通
な
®
合
に
於
：て
南
者
が
滿
足
さ
れ
な
M
ら
生
活
が
#
續
す
る
か
ら
で 

あ
る
。
然
し
そ
れ
ら
は
結
局
に
於
て
は
衝
突
ず
る
：。
そ
し
て
經
濟
生
活
に
於
け
る
厚
生
增
進
が
人
ロ
增
加
に
よ
つ
て 

脅
か
さ
れ
る
場
合
に
は
そ
の
成
行
を
放
任
す
る
こ

ビ

な
ぐ
生
活
.維
持
の
.爲
に
人
n
:增
加
を
妨
害
し
進
ん
で
は
性
慾
の 

,抑
腿
|

人
ロ
僧
加
妨
!«
の
手
段
，に
は
性
■

の

抑

腿

容

：易
な
多
く Q

も
の
實
行
せ
ら
れ
て
來
て
あ
る

—

さ 

ぺ
も
行
は
れ
る
o 

:

人
口
增
加
の
常
驻
的
傾
向
は
一
の
自
然
現
象
で
あ

る

o

 

I
れ
は
.感
官
ど

生
*
腺
：の
：刺
戟
に
よ

る

生

_

的

典

窬

5

一
 

個
の
興
性
生
殖
細
胞
0 :

結
合
ビ
營
養
ミ
時
間
？

を
：
根
本
耍
伸
ビ
す

る
。
锻
下
等
動
物
に
於
け
る
^
如

ぐ

人

間

に

於

て

、 

又

、
理

論

的

に

は

、.人

體

の

中

に

於

て

の
.如

{

敗

驗

器

具

办
■中

]:
"於

忙

ん
.-同

じ

こ
.匕

が

.可

能

^
^
^
冬

替

0

雨

M

雜

の

紙

は

れ

で

■あ

る

。

,」

の

自

然

現

象

か

ら

生

物

學

が

.4

れ

る

、

然

し

.經

濟

學

は

氹
.れ

な

い

◊

經

濟

摩

は

自

然
I

f

は

な

い 

の
だ
。
經
濟
學
は
經
濟
行
鉻
を
內
容
€
す
る
經
濟
生
活
が
あ
つ
て
は
じ
め
て
生
れ
る
。
經
濟
行
爲
ヌ
は
經
濟
抵
活
は 

1T
爲
で
あ

り

生
活
：で
あ
る
。
云

ふ

$

も
な
く
自
然
现
象
は
そ
れ
を
成
立
せ
し
め
る
上
の
條
件
で
あ
る
け
れ
ざ
眾
に 

消
極
的
な
一
條
件
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
自
然
現
象
は
認
識
論
的
»
係
の
上
に
普
遍
妥
當
的
に
成
立
し
個
別
價
値
を 

持
ク
が
、
行
爲
又
は
生
活
は
意
識
的
直
接
純
粹
の
關
係
の
上
に
特
殊
的
に
成
立
し
全
®
價
値
を
持
つ
。
經
濟
生
活
は 

評
價
生
活
$

あ
う
し
か
も
豫
算
生
活
.
.

(

針
畫
生
活)

で
あ
る
。
自
然
現
^
に
於
て
自
然
法
則
が
支
配
す
る
や
う
.に
經 

濟
生
活
に
は
自S

意
志
が
支
配
す
る
。
而
し
て
評
價
し
豫
算
し
計
®
す
る

自
由
意
忠
が
そ
の
こ

れ
ら
を
行
ふ

に

當

つ 

て
特
つ

自

標

.は
文
化
價
値
0
 |

相
對
的
要
素
ど
し
て
の
經
濟
偾
値
の
獲
得
、
即
ち
欲
离
の
物
質
的
滿
足
で
あ
る
o

生 

活
程
度
の
維
持
向
上
で
あ
る
。
.經
W

A

活
S

は

.」

の

目

標

に

向
つ
て
の
刺

斷
訐
畫
の
^
力
の
繼
酸
を
云

ひ

、

あ
る
狀
 

態
に
あ
ら
す
し
て
、
絕
對
意
志
を
原
因
^
し
絕
對
極
限
價
値
を
目
的
ビ
す
る
絕
對
的
跳
躍
の
姿
で
あ
る
U
經
濟
學 

は
か
く
る
努
カ
及
趴
!«
の
#

@
に
於
て
起
る
諸
猓
象
の
性
質
及
關
係
を
說
，明
6
生
活
：批
判
に
あ
る
甚
礎
を
置
か
ん 

す
る
。
こ
れ
經
濟
學
が
自
然
諸
科
學
S
對
立
し
て
意

志

科

學

、
自

曲

科

學

'
女

化

科
生
活
科

學
.の
一
つ
に
數
へ 

ら
れ
る
所
以
で
あ
る
。

:

良
然
现
象
が
生
活
に
不
利
を
來
ら
す
時
'

こ
れ
に
反
抗
し
て
不
利
を
防
が
ん
こ
^
を
企
て
欲
す
る
處
に
生
活
の
特 

質
が
あ
う
"
生
活
が
其
目
標
に
向
つ
て
合
理
的
で
あ
る
こ
^
の
可
能
性
が
あ
る
。
雨
が
降
る
。
こ
の
自
然
現
象
：か
ら 

來
る
あ
る
不
利
を
除
ぐ
爲
に
わ
れ
は
家
を
雖
て
雨
具

^'
所
ゐ
る
。
雨
が
降
ら
ぬ
o
こ
の
自
然
現
象
か
ら
來
.る
あ 

る
不
利(

干
魃
唆
に
於
け
る
農
作
の
受
け
る
が
如
き)

を
除
か
ん
S
欲
し
て
祭
典
を
造
り
速
倩
を
生
み
又
は
科
學
的
W

第
二
十一

卷

ス

1
五
八
七〕

■細
濟
學
じ
於
け
る
過
剩
人
口
論
の
不
可
能

 

笫

十一

號

1

五
七



第
一
一
十5
. 

(
I

五
八
6:
.
.齡
濟
學
に
‘於
げ
ん
過
嫩
人
ロ
論
の
不
可
離

 

第
十 
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五
八

究
を
企
て
る
。
か
、
る
時
に
®
然
現
象
を
放
任
し
て
生
活
の
與
へ
ら
.れ
た
不
利
を
顧
み
な
い
.
.こ
？
は
消
極
的
に
生
活

を
否
定
す
る
s
€
で
、
生
活
を
否
定
す
る
生
活
は
生
活
で
は
な
い
。
か
、
る
特
質
を
備
.へ
た
意
志
斜
學
、自
由
.斜
學
、

文
化
科
學
、
生
活
科
學
は
あ
る
時
，
自
然
^ ;
學
が
黑
i
斷
定
す
る
事
實
に
つ
い
て
&
:ビ
斷
足
す
る
の
で
あ
る
。
0
0

學
的
に
.

つ
.た
雨
が
'必
ず
し
も
又
經
濟
學
に
も
降
る
ど
«
限
ら
な
.い
o
人
ロ
墙
加
な
■る「

應
领
的」

ど
云
は
.
t
て
长
て

居
る
自
然
的
傾
向
S

じ
や
ぅ
に
生
活
に
不
利
を
來
ら
す
時
、
水
上
に
#
ん
で
暑
熟
を
避
け
猛
獸
の
來
_

を

防

ぎ
、
£

陵
に
棲
ん
で
洪
水
を
免
れ
、
獨
木
舟
を
造
っ
て
水
利
を
利
用
し
、
神
«
を
發
明
し
て
人
生
に
.解
決
を
試
み
、
逾
信
^

社
會
制
度
を
生
み
出
し
て

I

秩
序
を
保
持
せ
ん
ヒ
：考
へ
.て
麻
た
座
：史
を
有
す
る
程
の
人
類
が
、
あ
ら
ゆ
る
'考
慮
を
費
し

て
何
等
か
の
方
法
で
こ
れ
を
防
か
ん
こ
.

V

を
企
て
欲
し
な
か
‘つ
.た
箸
が
な
い
。
そ
し
て
饿
に
こ
れ
を
企
て
欲
し
た
文

か
り
で
な
ぐ
こ
れ
に
或
程
度
ま
で
常
に
成
功
し
て
來
た
に
相
違
な
い
o
も
し
も
か
ゝ

る
企
て
や
成
功
の
方
が
例
外
で

無
»]
心
や
失
敗
の
方
が
常
例
■で
；あ
っ
た
の
だ
ビ

す
る
I

ば
、
人
類
の
歷
史
は
：退
化
の
歷
史
、
生
活
程
度
下
向
の
歷

史
で
あ
つ
た
に
相
違
な
ぐ
、
こ
れ
ほ
ざ
明
か
に
眼
前
の
事
實
^
人
類
の
經

驗
€

信

仰

碁
識
ビ
に
反
し
た
斷
定
ょ
考 

へ
ら
れ
な
い
で
あ
ら
5
0 
:

 

.

,

^

ん
"ゝ

」

全
て
の
ノ

ロ

：
論

者

の考
へ
の
中
に
ぁ
る
、

人
口
增
加
が
あ
っ
て
後
に
#
地
が
搬
張
さ
れ
或
は
技

術

，
や

產

喷
 

進
化
.力
あ
つ
た

^
云
ふ
歷
史
覜
は
天
動
說
e

同

じ
.

や
ぅ
に
因
果
を
顚
倒
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
.生

^
す

る

人

が 

先
づ
現
れ
て
後
に
生
活
程
度
を
維
持
す
る
物
資
の
供
給
‘

g

生

じ

た
こ

生
活
|

い
先
こ
人
ロ
の
存
在
を

い

否

議

に

も

、

彼
等
が
ょ
ト

明

瞭

に
'

云
'

ふ

テ

フ

ヒ

食

料

の1

る
.

以

前

に

人

ロ

は.^ *
'

5

衝

な

广
.

0

舊

。
へ

人
口
增
加
の
拟

W
で
あ
る
性
您
ど
生
鋪
機
能
ビ
は
纯

活
程
度
維
持
向

上

慾

ビ
同
じ
や
.う

じv

般
常
ス
に
あ
っ
て
、 

常
に
滿
足
を
求
め
或
は
遂
行
し
作
用
す
る
が
、.
そ
れ
が
人
ロ
增
加
の
結
果
に
實
現
す
る
に
は
、
今
ま
で
以
上
に
增
加 

し
た
人
n
に
つ
い
て
生
活
程
度
の
*

#
向
上
を
可
能
な
ら
し
め
る
だ
け
の
所
得
增
加
を
來
、ら
す
や
う
な

^
濟
條
伸
の 

改
善
が
必
要
で
あ
う
、
こ
れ
あ
る
に
ょ
つ
て
は
じ
め
て

人
口
は
增
加
し
こ
れ
な
け
れ
ば
人
口
の
增
加
は
な
い
。
何
故 

な
ら
ば
か
、
る
改
善
な
き
時
も
、
.性
慾
は
其
滿
足
を
遂
行
し
生
殖
機
能
は
其
作
用
を
行
つ
て
人
ロ
は
增
加
す
る
に
到 

る
で
あ
ら
う
け
れV」

も
、
か
く
て
起
る
べ
き
生
活
程
度
め
必
然
的
下
向
を
恐
れ
て
生
兒
脈
殺
、
墮
'胎

を

行

ひ

"
.
或

は 

生
殖
機
能
に
一
時
的
或
は
永
久
的
傷
害
或
は
妨
喪
を
加
へ
た
こ
或
は
性
慾
の
滿
足
そ
办
も
の
を
抑
腿
し
晚
婚
， 

制
交
、
禁
交
、
獨
身c

殊
，に
前
者)

の
風
を
作
つ
た
こ
は
、
或
は
意
識
的
に
或
は
無
意
識
的
に
法
律
ミ
な
り
習
俗
S 

な
り
信
仰
ど
な
つ
.て
1
今
过
文
明
人
の
過
去
の
塍
史
^
未
開
人
風
俗
誌
ど
に
明
で
あ
る
。
而
し
て
そ
の
ほ
か
に
"
生 

:

活
闽
難
の
爲
に
著
し
い
數
0
老
幼
男
女
が
死
亡
す
る
こ
^
を
忘
れ
て
は
'な
ら
な
い
o 

に
.生
活
困
雞
の
爲
に
.多
數
の 

死
亡
が
つ
て
51
に
性
慾
及
生
殖
の
人
エ
的
妨
遏
が
あ
る
。
何
故
で
■あ
る
が
。
人
類
が
.そ
の
經
濟
生
活
に
あ
る
限
&
其 

終
局
的
目
標
達
成
の
：爲
に
自
已
の
本
能
的
愁
蕻
の
一
つ
或
は
其
滿
足
の
結
果
を
杏
定
す
る
こ
ミ
が
最
有
利
で
あ
る
こ 

^
を
知
つ
て
@
る
か
ら
で
あ

る
。
人
類
は
驼
生
活
條
件
を
瓣
視
し
で
生
殖
を
行
は
な
.い
o

其
0,
生
活
程
度
が
維
持
さ 

れ
，向
上
さ
れ
る
時
だ
け
に
生
殖
が
行
は
れ
ノ
從
つ
て
人
口
の
增
加
が
起
る
。
そ
し
て
か
、
る
常
例
が
人
間
生
活
の
物 

質
的
關
係
を
取
扱
ふ
經
濟
學
に
於
け
る
對
象
ど
な
る
。
故
に
經
濟
學
に
於
て
言
は
れ
得
る
こ
ど
は
、
人
口
は
所
得
增 

加
0
.割
合
或
は
そ
れ

以
下
に
增
加
す
る
だ
け
で

そ
れ
以
上
に
は
增
加
し
な
い
こ

£

で

あ

る

。
：
人

口

が所
得
^g

の
割 

合

以
上
に
僧

加
す
る
こw

が
あ
つ
た

^
す
る
な
&
ば
そ
れ
は
如
何
に
數
多
い
例
で
有
力
に

支
持
さ
れ
や
う

^
も
、
經 
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學
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け
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可
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笫
卜
1
成

一

六

0 

濟
生
活
に
於
け
る
現
象
ビ
し
て
は
例
外
で
あ
う
"
悲
し
む
べ
き
目
標
喪
失
で
あ
う
、
失
敗
で
あ
る
.0
部
：腐
學
は
屿
過 

識
對
象
を
對
象
圆
外
に
求
め
.、
し
か
も
そ
れ
を
以
て
常
例
な
る
か
の
如
く
解
し
、
こ
れ
か
、b
杣
象
し
た
槪
念
を
以
て 

一
般
に
つ
い
て
本
質
的
な
も
の
な
る
か
の
如
く
脱
扱
ふ
の
誤
々
に
陷
つ
て
は
な
ら
な
い
？

、
經
濟
生
活
が
其
動
機
た
る
■最
大
餘
剩
價
値
獲
得
をS

心
却
せ
す
に
行
は
れ
る
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う
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め
る
方
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値
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濟
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的
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梅
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し
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濟
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營
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條
で
あ
り 

況
ん
や
こ
れ
を
妨
げ
る
に
到
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濟
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濟
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濟
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追
放
命
令
な
.6
ど
解
す
れ
.ば
經
濟
學
の
自
已
破
鐵
で
あ
ク
ほ
潰
で
あ
る
.o
:均
の
：
 

く

.，…

ぼ̂

口
味
過
刺

 

S

.ら
ざ

-

ん
|

る

傾

向

を

：
常

に

：

持
.
.つ

，、し7

ぶ
i

ベ
i
 

く
で
4

■
る
。

A

 

て

適
技介

--

ら
ん
.
.

V

し
す
る
0

.

傾
.

^

を
l
a
e
.
i
j
.

持

づ
f

過
_

.

た

ら
A

ビ
.す 

る

傾

向

が

人

ロ

の

本

質

で

あ

る

ビ

云

ふ

意

味

の

人

ロ

過

剩

論

は

經

濟

學

に

於

て

は

不

可

能

で

あ

る

。

そ
れ
は
t

i l

ビ 

■

し

て

消

極

的

に

說

明

さ

れ

理

論

づ

け

ら

れ

る

に

す

ぎ

な

い

。

:

り
：
マ
ル
.サ
ス
の
II
J

A
CI
論
に
於
け
る
主
要
な
間
題
は
、
後
世
考
へ
ら
れ
て
來
た
や
う
に
、
人
ロ
が
過
剩
に
な
る
傾
向 

を
本
質
的
に
持
つ
^
沄
ふ
人
ロ
の
本
質
論
に
あ
つ
た
の
で
は
な
ぐ
、
福
利
を
得
る
途
ビ
し
て
の
經
濟
を
知
ら
ず
し
て 

,
生
活
し
政
治
す
る
が
爲
に
.生
活
難
を
訴
へ
®
惑
し
つ
、
あ
り
し
國
民
に
向
つ
て
、
合
理
的
な
經
濟
生
活
に
ょ
つ
て
火 

:

激
の
福
利
を
咐
進
し
、
生
活
程
度
低
下
防
止
の
消
極
策
ょ
り
は
む
し
ろ
そ
の
，问
上
の
職
極
策
を
_
ず
る
の
遨
を
敎
へ
、 

:

:

爲̂
に
人
P
が
避
く
、ベか
ら

V

る
中
心論

！！

に
あ
つ
た
爲
に
偶
々
こ
れ
に
つ
い
て
畏
廣
吉
を
振
つ
た
に
過
ぎ
な
い
。
 

彼
は
經
濟
ど
人
ロ
增
加
ビ
を
別
種
の
方
法
を
以
て
取
被
つ
た
.
こ
れ
彼
の
著
書
の
中
に
見
ぇ
る
文
化
科
學
的
方
法
ど 

自
然
科
學
的
方
法
せ
で
：あ
へ
る
卜
：其
前
者
：を
^

f

 

J

l

s

#

,

.

當
時

:
::
:;

:
;
及
後
«

^

#

^

<
4'
に(

及
ぼ
^

た
热
織
願
著
で
あ
、つ
た
.。
其
後
者
#

以
て
鹅
1

跳
礎
の
_

鼠
砍
烦
曝
た
.戈

ロ

.
識

ー
 

d

，
丨
：%
生
#

學
.遺

象

な

，
^

ひ

，

生

濟

鹜

粋
€
太

な
■赢

渠

を‘以

て

境

す.令

も

の‘
し
-て
、根

本̂
を

立
.て
：
气
 

其

結

媒

が«
本

蹐

に.於

咏

％

侬

線

奪

し

、

.で
‘初
騰
敗
，な
文
化
夜
走
收
歷
.史
.理
^
^
^
 ̂

爾
餘
办
所
_
 

丨

€

一
 

太

矛

盾

相

，
«

の
失
耿
で
あ
.つ
琦
こ
の
自
然
科
學
_

藥
方
.
#设
#
導
を
桃
«;H

3
j
,
n

 

F

m

l

r
 

(

§
s
c
e
l
l
§:
n>
'
.
&
s 

W
b
r
k

 
今
及 

R

备e.rt’

«-alla

象
-

(

^'
 ̂

o
n

 

the- 

N
u

s-bers 

0
竹 

_

n

k3:
d 一
 fit 

AD'
c
i
s
t
'

:
m±
*
F
T
 
卷
.

c
l
i
f
^
l

V
:
:經
w.
'
:赛！ _L

於
け
*

&

_
成̂
霧
裳
^
魄 

辩
11
-ブ

雖

一

：六
ご



第11

十
5
 

(
一.

瓦
九
5

經
濟
學
1
1於
け
る
過
剩
人
ロ
論0
,不
可
能
 

第

十I

锨

1

六
.，

11
I
 M

o
d
e
r
n

 

Times, 

1
7
5
3
.
)

の
自
然
科
學
的
硏
究
か
.ら
得
た
&
し
い
。
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濟
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翁
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